


箱根西麓の大根干し

天
下
の
険
、箱
根
山
か
ら
東
海
道
を
駿
河
路
へ
と
下
る
途
中

の
静
岡
県
三
島
市
坂
地
区
は
箱
根
の
西
麓
に
位
置
す
る
。
こ
の

地
域
は
野
菜
の
生
産
地
だ
け
に
四
季
を
通
じ
さ
ま
ざ
ま
な
表

情
の
光
景
が
望
め
る
。

私
は
そ
ん
な
風
景
に
魅
せ
ら
れ
、農
作
業
や
野
菜
畑
を
カ
メ

ラ
に
収
め
て
き
た
が
、今
回
は
映
像
的
に
も
面
白
さ
が
感
じ
ら

れ
る
大
根
干
し
風
景
を
お
伝
え
し
た
い
。
毎
年
十
一
月
下
旬
か

ら
十
二
月
中
旬
に
か
け
て
行
わ
れ
る
た
く
あ
ん
用
の
大
根
干

し
に
は
ユ
ー
モ
ア
さ
え
感
じ
ら
れ
て
心
温
ま
る
。
収
穫
さ
れ
た

大
根
を
水
洗
い
し
、二
本
の
葉
の
部
分
を
結
ん
で
、竹
ざ
お
に

ま
た
が
せ
て
干
す
。
干
し
棚
に
ず
ら
っ
と
並
ん
だ
光
景
を
フ
ァ

イ
ン
ダ
ー
か
ら
の
ぞ
く
と
、丘
の
斜
面
を
覆
い
尽
く
す
大
根
の

カ
ー
テ
ン
の
よ
う
に
映
る
。
寒
さ
と
好
天
に
恵
ま
れ
る
と
水

分
を
蒸
発
さ
せ
、た
く
あ
ん
の
甘
味
が
増
す
と
い
う
。
約
十
日

間
ほ
ど
で
天
日
干
し
を
終
了
す
れ
ば
漬
け
込
み
に
入
る
。

た
く
あ
ん
漬
け
は
日
本
人
の
食
文
化
に
欠
か
せ
な
い
味
覚

の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
風
景
は
冬
の
訪
れ
を
告
げ
る
風
物
詩
と

し
て
長
く
続
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
写
真
・
文　

樋
口
健
二
）

風
致
探
訪

其
の
三
十
三
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い
に
し
え
よ
り「
美
し
国
日
本
」「
香
し
き
国
日
本
」と
、
世
界

か
ら
自
然
と
神
秘
あ
ふ
れ
る
宝
の
島
国
と
た
た
え
ら
れ
た
わ
が

国
で
あ
る
。

世
界
の
流
れ
を
と
ど
め
て
熟
成
さ
せ
、
完
成
さ
れ
た
美
へ
と

昇
華
さ
せ
る
、
そ
ん
な
国
柄
を
持
つ
。
こ
こ
に
は
四
季
が
あ
る
。

山
川
草
木
は
、
彩
り
を
変
化
さ
せ
な
が
ら
人
々
の
心
に
潤
い
を

与
え
、
哲
学
を
醸
し
出
す
。
ゆ
え
に
世
界
か
ら
流
れ
着
い
た
あ

ら
ゆ
る
宗
教
や
美
術
は
、
完
成
さ
れ
る
こ
と
を
こ
の
神
秘
の
国

に
求
め
て
や
ま
な
い
。
そ
し
て
独
特
の
美
的
価
値
観
が
生
ま
れ

る
時
、そ
れ
は
ま
た
世
界
を
駆
け
巡
る
の
で
あ
る
。

『
温
故
創
新
』（
古
き
を
た
ず
ね
て
新
し
き
を
生
み
出
す
）。

そ
れ
が
伝
統
の
日
本
ス
タ
イ
ル
。
私
は
そ
れ
を
『
ネ
オ
ジ
ャ
パ

ネ
ス
ク
』
と
呼
ぶ
。
北
斎
や
写
楽
も
そ
の
時
代
の
『
ネ
オ
ジ
ャ

パ
ネ
ス
ク
』
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
世
界
を
魅
了
し
て

価
値
観
を
変
化
さ
せ
、
世
界
の
様
式
美
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
き
た
。

哲
学
で
言
え
ば
、
西
洋
の“
光
と
影
”“
善
と
悪
”等
の
対
立
構

造
の
考
え
方
に
比
べ
て
、わ
が
国
に
は
、「
す
べ
て
が
光
で
、影
も

ま
た
光
で
あ
る
」と
い
う
、
す
べ
て
を
光
の
も
と
に
一
元
化
す
る

考
え
方
が
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
二
元
論
と
一
元
論
の
違
い
は
、

日
本
の
独
特
な
気
候
風
土
か
ら
な
る
熟
成
文
化
か
ら
生
ま
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

上
質
の
日
本
と
は
、そ
の
歴
史
観
に
裏
打
ち
さ
れ
た
考
え
方
と
、

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
結
晶
か
ら
な
る
あ
ら
ゆ
る
産
物
を
意
味
す
る
。

歴
史
を
知
り
、創
造
力
豊
か
で
あ
れ
ば
、時
代
を
創
る
こ
と
が

で
き
る
。『
ネ
オ
ジ
ャ
パ
ネ
ス
ク
』
を
創
造
す
る
の
は
、
日
本
人

一
人
ひ
と
り
の
自
覚
と
実
践
に
か
か
っ
て
い
る
。

世
界
人
類
の
中
で
ま
れ
に
見
る
、
繊
細
さ
と
美
的
感
覚
そ
し

て
優
し
さ
を
持
つ
民
族
で
あ
る
日
本
人
が
そ
の
本
質
に
目
覚
め

る
時
、
誠
の『
ネ
オ
ジ
ャ
パ
ネ
ス
ト
』の
誕
生
だ
。

あ
な
た
の
自
覚
と
創
造
で
、
次
代
の
鍵
を
日
本
か
ら
細
や
か

に
表
現
し
続
け
る
こ
と
が
、
グ
レ
ー
ド
あ
る
神
秘
の
国
の
役
割

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

『
温
故
創
新
』
は
日
本
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も
あ
り
、
昔
も
今
も

歴
史
は
新
陳
代
謝
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
だ
。

（
お
も
て　

ひ
ろ
あ
き
）
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山
形
県
の
創
作
工
房
型
も
の
づ
く
り
事
業
（
カ

ロ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
と
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
育
成
支
援
事
業
（
注
１
）
は
、

二
〇
〇
四
年
か
ら
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
山
形
商
工
会

議
所
と
実
行
委
員
会
が
実
施
主
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
だ
。
こ
の
展
開
の
礎
と
な
っ
た
カ
ロ
ッ
ツ
ェ

リ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
創
成
期
に
焦
点
を
絞
り
ご

紹
介
し
た
い
。

カ
ロ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
テ
ー
マ
は
、

山
形
発
地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
造
事
業
の
展
開
で
あ
る
。

山
形
の
鋳
物
、
木
工
、
繊
維
等
の
優
れ
た
職
人
技

術
を
結
集
し
て
、
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
伝
統
的
工

芸
品
産
地
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
専
門
家
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
部
品
・
素

材
調
達
、
デ
ザ
イ
ン
開
発
、
製
造
・
組
み
立
て
、

販
売
等
を
地
域
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
「
カ

ロ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
方
式
」（
注
２
）
に
よ
り
、
世
界
に

通
用
す
る
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
商
品
開
発
と
山

形
ブ
ラ
ン
ド
形
成
を
目
標
に
二
〇
〇
三
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
。

山
形
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
育
成
を
図
る
対
象
商

品
は
、
地
場
の
優
れ
た
素
材
・
技
術
を
生
か
し
た

新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
提
案
型
の
商
品
群
。
ス

タ
ー
ト
時
の
テ
ー
マ
は
「
個
人
住
宅
の
社
交
空
間

を
演
出
す
る
」
を
目
標
設
定
に
し
た
。
開
発
分
野

と
製
品
候
補
と
し
て
、
鋳
物
分
野
は
鋳
物
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
、
テ
ィ
ー
ポ
ッ
ト
、
Ｉ
Ｈ
対
応
電
磁

調
理
器
具
等
、
木
工
分
野
は
木
製
折
り
た
た
み
い

す
、
洋
服
掛
け
、
組
子
家
具
等
、
繊
維
分
野
に
お

い
て
は
「
社
交
の
衣
（
き
ぬ
）」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

も
の
づ
く
り
の
原
点
か
ら
明
日
の
日
本
を
考
え
る

政
所　

利
子

㈱
玄　

代
表
取
締
役

伝
統
的
工
芸
品
産
地
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

　

ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
Ｖ
Ｊ
Ｃ
）の
成
果
も
あ
り
訪
日
外

国
人
旅
行
市
場
が
順
調
に
拡
大
を
続
け
て
い
る
な
か
で
、観
光
の
質
が
問
わ

れ
る
時
代
が
到
来
し
て
い
る
。
今
号
で
は
、“
上
質
”を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、そ
れ

を
支
え
る
創
造
性（
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
）を
探
り
、伝
統
と
本
物
を
追
求
す

る
各
地
の
新
た
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

世
界
に
打
ち
出
す

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

上
質
な
日
本
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し
た
。
ア
イ
テ
ム
と
し
て
は
イ
ン
テ
リ
ア
、
室
内

社
交
着
、
エ
プ
ロ
ン
等
、
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
高
品

質
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
＆
ヒ
ー
リ
ン
グ
で
、お
し
ゃ

れ
と
く
つ
ろ
ぎ
の
両
立
を
目
指
し
、
デ
ザ
イ
ン
と

発
想
の
転
換
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、

環
境
へ
の
配
慮
は
当
然
盛
り
込
ま
れ
た
。

こ
の
事
業
推
進
に
あ
た
っ
て
、
商
品
開
発
や
販

売
方
法
に
つ
い
て
は
、「
カ
ロ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
方
式
」

を
採
用
す
る
こ
と
と
し
、
具
体
的
に
は
次
の
よ
う

な
戦
略
が
重
視
さ
れ
た
。
①
地
場
産
業
の
優
れ
た

職
人
技
術
の
水
平
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
商
品
開
発
の

幅
を
広
げ
る
）、
②
コ
ン
セ
プ
タ
ー
（
商
品
開
発
の

総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
に
よ
る
戦
略
的
商
品
開

発
、
③
海
外
展
示
会
を
活
用
し
た｢

黒
船
販
売
戦

略｣

（
海
外
で
評
価
を
得
た
も
の
は
国
内
で
も
売
れ

る
）。
以
上
が
骨
子
と
な
っ
た
。

実
は
、
こ
の
よ
う
な
カ
ロ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
工
房
型
地

域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
が
誕
生
す
る
そ
の
始
動
期
に
、

地
域
資
源
活
用
型
事
業
『
山
形
市
公
衆
街
路
灯
助

成
事
業
』（
山
形
県
山
形
市
）（
表
１
）
が
、
政
策

実
施
さ
れ
、
こ
れ
が
大
き
な
弾
み
と
き
っ
か
け
を

作
っ
た
の
で
あ
る
。

街
を
明
る
く

山
形
市
公
衆
街
路
灯
助
成
事
業
と
は
山
形
市
内

の
防
犯
灯
を
全
交
換
す
る
た
め
の
助
成
事
業
で
、

二
〇
〇
一
～
〇
四
年
に

約
一
万
七
千
灯
を
交
換

し
、『
よ
り
明
る
く
安

全
な
市
民
の
生
活
を
確

保
し
、
人
の
心
も
明
る

く
す
る
』
と
い
う
期
待

を
込
め
た
事
業
で
、
こ

れ
が
カ
ロ
ッ
ツ
ェ
リ
ア

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
展
開
へ

の
契
機
で
あ
っ
た
。
こ

の
事
業
目
的
に
は
雇
用

対
策
と
経
済
効
果
が

念
頭
に
置
か
れ
、
地
場
産
業
を
公
共
事
業
に
活
用

さ
せ
る
新
公
共
事
業
の
あ
り
方
を
問
う
革
新
的
な

挑
戦
だ
っ
た
。

こ
の
防
犯
灯
製
作
お
よ
び
設
置
事
業
実
施
に
つ

い
て
は
、
よ
り
多
く
の
業
種
と
の
融
合
と
新
技
術

開
発
等
、
二
大
目
標
を
主
眼
に
設
定
し
た
。
①
伝

統
技
術
と
産
業
技
術
の
地
域
ク
ラ
ス
タ
ー
化
に
よ

る
地
産
地
消
型
プ
ロ
ダ
ク
ト
（
カ
ロ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
型

デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ダ
ク
ト
）
の
具
現
化
を
図
る
こ
と
。

②
広
範
囲
な
地
域
産
業
経
済
へ
の
効
果
を
目
的

に
、
奥
山
清
行
氏
（
山
形
県
出
身
、［
米
］
ア
ー
ト

セ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
工
業
デ
ザ
イ
ン
学
部
長
、
フ
ェ

ラ
ー
リ
車
デ
ザ
イ
ナ
ー
）
の
デ
ザ
イ
ン
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
、『
高
品
質
、
差
別
化
、
地
域
還
元
の

キ
ー
ワ
ー
ド
の
具
現
化
』
を
プ
ロ
ダ
ク
ト
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
た
。
あ
く
ま
で
も
、
地
域
の
資
源
を
フ

ル
に
活
用
し
活
力
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
の
が
狙

い
で
あ
る
。
具
体
的
な
製
作
の
特
徴
と
し
て
は
、

①
環
境
共
生
型
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
②
Ｃ

Ａ
Ｄ
で
は
表
現
が
困
難
な
感
性
訴
求
曲
線
を
、
山

形
鋳
物
の
高
度
な
伝
統
技
法
を
駆
使
し
て
金
型
原

型
を
製
作
し
、
生
産
化
に
お
い
て
Ｃ
Ａ
Ｄ
お
よ
び

産
業
技
術
を
採
用
し
て
い
く
山
形
版
プ
ロ
ダ
ク
ト

手
法
を
採
用
し
た
。
さ
ら
に
、
地
域
活
力
を
創
造

す
る
た
め
地
場
の
多
分
野
の
事
業
体
が
広
く
参
画

地場産業の低迷と商品市場の変化

プロジェクト誕生の背景

低価格商品
(海外輸入品)

従来型
地場商品

嗜好品
ブランド品
環境商品等

グ
ロ
ー
バ
ル
化

ニ
ー
ズ
の
多
様
化

景気低迷

技術革新

海外輸入品の増

ライフスタイルの変化

高度成長社会から成熟社会へ

従来型

地場商品

水平ネットワーク＆コンセプター

コンセプター
商品企画から製造・販売まで総合

マネジメントする者

プロダクトイメージ

新しい商品①商品企画
戦
略
的
販
売

③
職
人
技
術
を
結
集
し
て
製
造
、

（技術が業種を超え多彩な商品に生かされる）

C 業種

C 企業

A 業種

A 企業

B 業種

B 企業

②水平ネットワーク
形成
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す
る
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
た
。

こ
の
事
業
は
年
度
内
の
短
期
間
実
施
の
制
約
条

件
下
、
各
社
固
有
の
技
術
の
標
準
化
や
未
経
験
等

課
題
も
多
く
困
難
の
伴
う
な
か
で
、
前
・
山
形
市

長
（
故
人
）
の
決
断
と
鋳
物
組
合
、
若
手
鋳
物
師

の
情
熱
が
結
集
さ
れ
実
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

地
域
経
済
創
造
型
の
モ
デ
ル
事
例
と
し
て
、

山
形
市
公
衆
街
路
灯
助
成
事
業
が
紹
介
さ
れ
注

目
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、「
価
値
あ
る
地
域
差
」「
地

産
地
消
」
を
構
造
的
に
再
構

築
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
産
業
活
動
が
、
各
地
で

注
目
さ
れ
始
め
た
と
言
え
る
。

山
形
カ
ロ
ッ
ツ
ェ
リ
ア

　

研
究
会
の
誕
生

設
立
時
期
は
〇
三
年
五
月
。

そ
の
目
的
は
、
山
形
県
地
場
産

業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
行
政

と
産
業
界
が
連
携
し
た
高
付
加

価
値
型
の
新
も
の
づ
く
り
方
式

で
あ
る
。『
創
作
工
房
型
も
の

づ
く
り
』
の
構
築
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
結
成
さ
れ
た
。
組
織
形
態

は
任
意
団
体
で
、
メ
ン
バ
ー
の
代
表
と
し
て
奥
山

清
行
氏
、
副
代
表
は
政
所
利
子
、
会
員
は
大
学
関

係
者
、
菊
地
規
泰
氏
（
県
鋳
物
工
業
団
地
副
理
事

長
）
ほ
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山
形
デ
ザ
イ
ン
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
特
許
専
門
家
ほ
か
十
八
人
が
参
加
。
事

務
局
は
山
形
県
商
工
労
働
観
光
部
工
業
振
興
課
と

村
山
総
合
支
庁
商
工
労
働
観
光
課
が
担
当
し
た
。

ス
タ
ー
ト
の
〇
三
年
度
の
活
動
内
容
は
、
創
作

工
房
型
も
の
づ
く
り
の
構
築
に
向
け
た
調
査
研
究

事
業
（
県
委
託
事
業
）。
ま
ず
は
、
①
戦
略
プ
ラ
ン

策
定
の
た
め
の
基
礎
研
究
（
原
案
作
成
）
を
す
る

こ
と
と
し
た
。
企
業
の
意
識
改
革
を
進
め
る
た
め

の
戦
略
、
企
業
（
技
術
）
の
水
平
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
進
め
る
た
め
の
戦
略
、
コ
ン
セ
プ
タ
ー
の
確
保

育
成
の
た
め
の
戦
略
等
で
、
地
産
地
消
を
促
進
す

る
た
め
の
県
民
Ｐ
Ｒ
も
同
時
に
進
め
ら
れ
た
。

地
域
資
源
活
用
型
産
業
の
再
構
築
と
基
盤
づ
く

り
の
た
め
に
は
、地
域
が
総
体
結
集
し
て
そ
れ
ら

を
支
え
て
い
く
水
平
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
人
材
育

成
が
鍵
と
な
る
。
公
共
支
援
と
し
て
は
、持
続
的

経
営
を
目
標
と
す
る
た
め
の
文
化
と
産
業
の
両
輪

の
持
続
的
政
策
が
必
須
で
あ
る
。
さ
ら
に
販
売
戦

略
、
海
外

展
開
も
視

野
に
入
れ

た
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
、

創
作
工
房

型
も
の
づ

く
り
を
下

支
え
す
る

特
許
戦
略

へ
と
研
究

を
展
開
。

■山形市公衆街路灯助成事業（表１）

金型製作 ①後藤金型工業

シェル砂型製作 ①山形シェル㈱

鋳 造
①㈱五百川鋳造所 ②カクチョウ㈱

③㈱カネシチ鋳造所 ④㈱菊地保寿堂

⑤㈱鈴木鋳物製作所 ⑥長谷川文雄鋳造所

⑦山正鋳造㈱ ⑧㈲渡辺鋳造所

⑨雅山㈱ ⑩佐藤鋳造㈲

機械加工 ①㈱西村工場 ②㈲相模製作所

③金峰製作所 ④山佐工業㈱

取付金具製作 ①山形精密鋳造㈱

塗 装
①吉田焼付塗装所㈲ ②㈲伊藤塗工所

③㈱山形工業塗装

外装箱 山形ハイパック㈱

電気部品組立 オーデリック㈱

街路灯取付 山形電気工事協同組合

デザインアドバイザー 奥山清行（ピニンファリーナ社顧問）

総製作プロデュース 山形鋳物工業団地協同組合

＊ほか参加業種12業種を含め総参加21業種

推 進 体 制

連携

県

大
学
・
研
究
機
関
等

協力

カロッツェリア

研究会

県内産地
地場企業

関
係
団
体
等

協力

指導・支援

【設 立】2003年5月

【設立目的】

山形県地場産業の発展を図る為、

行政と連携し、創作工房型ものづく

りの構築に向けた取り組みを行う

事を目的とする。

【メンバー】

代 表 奥山清行（工業デザイナー）

副代表 政所利子（㈱玄代表）

会 員 大学関係者・専門家・

企業代表者等

計１８人

山形カロッツェリア研究会
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次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
は
、②
モ
デ
ル
事
業
（
鋳
物
、

木
工
、
繊
維
の
三
分
野
で
創
作
工
房
型
も
の
づ
く

り
の
実
証
研
究
）、
③
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
あ

た
っ
て
は
、
試
作
品
を
実
際
に
見
せ
な
が
ら
、
県

民
や
地
場
産
業
関
係
者
に
創
作
工
房
型
も
の
づ
く

り
を
Ｐ
Ｒ
し
深
く
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
重
視

し
た
。

地
域
資
源
活
用
型
産
業
推
進
の
た
め
に
は
、
地

域
文
化
と
し
て
定
着
し
て
い
る
技
術
力
と
、
も
の

づ
く
り
を
支
え
る
地
域
の
気
質
や
思
想
が
鍵
と
な

る
。
加
え
て
、
そ
れ
を
継
続
的
に
伝
承
さ
せ
て
い

く
文
化
と
産
業
の
両
面
か
ら
の
政
策
支
援
が
不
可

欠
で
あ
る
と
言
え
る
。

今
後
、
こ
の
カ
ロ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

よ
う
に
地
域
資
源
活
用
促
進
と
振
興
を
進
め
る
た

め
に
も
、
最
後
に
、
地
方
分
権
と
地
域
の
自
立
を

強
力
に
進
め
る
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
と
産
業
一
体
化

政
策
の
考
え
方
を
参
考
に
整
理
し
て
み
た
い
。

長
年
に
わ
た
り
、
文
化
政
策
と
産
業
政
策
を
両

翼
に
据
え
て
地
方
分
権
に
力
を
結
集
さ
せ
て
き
た

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
カ
ロ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
よ
う
な
産
業
政
策
と
文
化
戦
略
を
常
に
同
時
併

行
さ
せ
、
地
域
の
活
性
化
の
重
点
政
策
に
置
い
て

い
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

国
家
に
よ
る
文
化
戦
略
は
一
七
世
紀
か
ら

フ
ラ
ン
ス
に
は
、
文
化
政
策
の
策
定
実
施
に
国

が
直
接
関
与
し
て
き
た
長
い
歴
史
と
伝
統
が
あ

る
。
一
七
世
紀
、
封
建
君
主
が
芸
術
作
品
の
創
造

と
芸
術
家
の
保
護
・
育
成
に
対
し
て
支
援
し
ア
カ

デ
ミ
ー
（
学
士
院
）
を
創
設
（
一
六
六
六
年
）
し

て
以
来
、
国
王
は
芸
術
活
動
の
制
度
化
に
乗
り
出

し
、
メ
セ
ナ
支
援
や
、
重
要
な
役
割
を
担
う
書
籍

販
売
・
出
版
業
の
擁
護
を
行
っ
た
の
が
起
源
と
な

る
。
国
家
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
お

い
て
「
芸
術
」
の
意

義
を
明
確
に
公
示
し

た
の
で
あ
る
。

文
化
政
策
の
確

立
を
示
す
重
要
な
一

歩
と
な
る
の
が
、
ア

ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ
ー

が
初
代
大
臣
を
務

め
た
文
化
問
題
担

当
者
（
後
に
文
化

省
と
改
称
）
の
設
立

（
一
九
五
九
年
）
が
あ

る
。
方
針
は
、
第
一

に
原
理
的
意
味
に
お
け
る
文
化
政
策
と
教
育
政
策

の
分
離
、
第
二
に
、
パ
リ
に
一
極
集
中
し
て
い
た
文

化
資
源
を
全
国
的
に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
形
で
配

分
す
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
指
針
に
基
づ
き
各
種
の

事
業
展
開
の
先
鋒
と
な
る
文
化
施
設
設
置
等
を
展

開
さ
せ
た
。典
型
的
な
中
央
集
権
型
国
家
で
は
あ
っ

た
が
、
各
都
市
に
文
化
政
策
を
重
視
す
る
思
想
の

動
き
が
広
が
り
、
各
地
の
地
域
資
源
の
個
性
化
と

研
鑽
を
誘
導
さ
せ
て
い
っ
た
。

カロッツェリアプロジェクト製品群
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国
主
導
文
化
政
策
か
ら

　

地
方
自
治
政
策
へ
の
転
換

フ
ラ
ン
ス
は
長
き
に
わ
た
り
中
央
集
権
化
さ
れ

て
い
た
た
め
、
パ
リ
と
地
方
と
の
格
差
は
文
化
面

で
も
広
が
っ
て
い
た
。
地
方
分
権
の
必
要
性
を
感

じ
取
り
な
が
ら
、
八
〇
年
代
に
入
っ
て
も
依
然
と

し
て
強
力
な
文
化
政
策
を
実
施
す
る
国
と
、
社
会

基
盤
整
備
に
追
わ
れ
る
各
地
方
都
市
と
の
間
に

は
、
不
均
衡
観
が
生
れ
て
い
た
。
地
方
自
治
の
レ

ベ
ル
（
地
域
圏
、
県
お
よ
び
市
町
村
）
が
、
と
り

わ
け
文
化
的
側
面
に
お
い
て
よ
り
強
い
権
限
を

得
る
た
め
に
は
、
左
派
が
政
権
を
取
り
、
地
方
分

権
政
策
実
施
の
具
体
的
な
実
践
強
化
期
を
迎
え

た
一
九
八
一
年
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
の
後
、
八
〇
年
代
半
ば
、
各
自
治
体
は
、

取
り
組
む
べ
き
文
化
事
業
に
次
々
と
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
や
が
て
地
域
文

化
・
地
域
資
源
活
用
事
業
の
機
会
増
大
へ
と
つ
な

が
っ
た
。
一
時
は
新
興
都
市
部
と
の
地
域
間
競
争

に
巻
き
込
ま
れ
、
そ
れ
に
抗
す
る
だ
け
の
経
済
力

が
な
い
中
小
都
市
に
は
困
難
な
時
代
も
続
い
た

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
文
化
政
策
と
地
域
発
展

の
両
輪
の
地
域
経
営
戦
略
は
や
が
て
定
着
し
、
地

域
資
源
は
研
摩
さ
れ
て
い
っ
た
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
と

　

地
方
文
化
・
産
業
政
策

九
〇
年
代
は
国
の
奨
励
策
が
さ
ら
に
明
確
に
な

り
、
地
方
自
治
体
主
体
の
特
性
あ
る
地
域
の
文
化
・

産
業
事
業
へ
の
主
体
的
参
画
を
促
す
こ
と
と
な
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
国
家
と
自
治
体
は
対
等
な
バ
ラ

ン
ス
で
計
画
策
定
を
し
、
予
算
分
担
を
し
て
共
同

事
業
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

地
方
の
文
化
予
算
は
爆
発
的
増
大
を
し
、「
文
化
」

に
特
化
し
た
部
署
設
置
等
、
専
門
的
な
機
能
と
優

れ
た
能
力
を
備
え
た
自
治
体
の
組
織
づ
く
り
と
仕

組
み
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

重
ね
て
こ
の
時
期
、
国
か
ら
地
方
自
治
体
へ
の

二
度
目
の
権
限
委
譲
が
進
み
、
地
域
は
個
々
の
文

化
振
興
に
つ
い
て
ま
す
ま
す
主
体
的
・
創
造
的
な

展
開
を
強
め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
、
国

は
メ
セ
ナ
を
奨
励
し
、
文
化
事
業
へ
の
資
金
提
供

と
公
共
機
関
の
文
化
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
も
民
間
運

営
さ
せ
る
と
と
も
に
、
運
営
を
で
き
る
限
り
地
方

に
シ
フ
ト
し
、
各
自
治
体
だ
け
に
で
は
な
く
芸
術
界

に
対
し
て
も
抑
圧
的
で
な
い
存
在
と
な
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
国
は
原
則
と
し
て
国
家
資
産
と
な
っ
て

い
る
機
関
の
監
督
等
、
必
要
不
可
欠
な
業
務
の
み
の

保
持
に
努
め
る
立
場
が
明
確
に
さ
れ
た
。

日
本
に
お
い
て
も
、
地
域
資
源
活
用
型
も
の
づ

く
り
、
地
域
産
業
活
性
化
が
振
興
さ
れ
て
い
く
気

運
が
高
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い

て
我
々
が
認
識
を
新
た
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

点
は
、
貨
幣
経
済
か
ら
価
値
経
済
社
会
へ
と
シ
フ

ト
し
て
い
る
潮
流
を
看
過
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

地
方
の
活
性
化
に
は
、
国
を
挙
げ
て
の
文
化
と
産

業
の
複
眼
的
政
策
の
強
化
と
、
地
方
分
権
に
よ
る

地
方
自
治
の
確
立
と
財
源
確
保
が
要
と
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い
る
。

（
ま
ん
ど
こ
ろ　

と
し
こ
）

（
注
１
）
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
育
成
支
援
事
業
＝

経
済
産
業
省
の
二
〇
〇
四
年
新
規
目
玉
事

業
。
地
域
か
ら
全
国
・
海
外
市
場
に
ブ
ラ
ン

ド
発
信
す
る
新
事
業
挑
戦
を
後
押
し
す
る
事

業
。
事
業
ス
キ
ー
ム
は
、
国
か
ら
日
商
、
全

国
連
へ
の
委
託
事
業
と
い
う
形
で
行
わ
れ
、

日
商
、
全
国
連
で
は
各
県
の
商
工
会
議
所
、

商
工
会
に
対
し
提
案
を
公
募
し
た
。
山
形
商

工
会
議
所
の
ほ
か
、
事
業
の
指
導
母
体
と
な

る
山
形
カ
ロ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
研
究
会
、
山
形
鋳

物
工
業
団
地
組
合
等
の
県
内
産
地
組
合
、
山

形
県
、
山
形
市
、
関
係
商
工
団
体
、
専
門
家

等
が
参
画
。

（
注
２
）
カ
ロ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
方
式
＝
「
カ
ロ
ッ
ツ
ェ

リ
ア
」
と
は
、
イ
タ
リ
ア
語
で
「（
車
の
）

ボ
デ
ィ
ー
工
房
」
の
こ
と
。
素
材
調
達
か
ら

デ
ザ
イ
ン
開
発
、
製
造
、
組
み
立
て
、
販
売

ま
で
地
域
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
北
イ
タ

リ
ア
の
伝
統
的
な
生
産
方
式
。
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世
界
の
富
裕
層
旅
行
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
こ
の
四

年
間
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
き
た
。
世
界
の
名
だ
た

る
資
産
家
、
巨
大
企
業
の
ト
ッ
プ
、
有
名
俳
優
、

女
優
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ア
ス
リ
ー
ト
、
と
い
っ
た

方
々
を
実
際
に
日
本
に
お
迎
え
し
て
き
た
。
そ
し

て
す
べ
て
の
人
た
ち
が
「
ジ
ャ
パ
ン
」
に
魅
了
さ

れ
る
。
世
界
中
を
贅
を
尽
く
し
て
旅
す
る
目
の
肥

え
た
方
た
ち
が
確
実
に
「
ジ
ャ
パ
ン
」
に
魅
了
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
事
実
を
世
界
中
の
富
裕
層
旅
行

者
は
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
我
々
日
本
人

は
、
彼
ら
を
魅
了
す
る
に
十
分
な
「
力
」
を
持
っ

て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
正
直

申
し
上
げ
、
世
界
の
富
裕
層
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中
で

考
え
る
と
、「
日
本
」
と
「
日
本
人
」
は
大
き
く
世

界
に
取
り
残
さ
れ
て
い
る
と
、
私
は
大
き
な
危
機

感
を
抱
い
て
い
る
。
昨
今
、「
ブ
ラ
ン
ド
」
を
活
用

し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
台
頭
し
て
い
る
。バ
ッ
グ
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ワ
イ
ン
、
ホ
テ
ル
、

米
や
味
噌
に
至
る
ま
で
、
ブ
ラ
ン
ド
力
こ
そ
が
成

功
の
大
き
な
鍵
を
握
る
。

世
界
の
富
裕
層
旅
行
者
に
最
も
人
気
の
あ
る
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
タ
リ
ア
に
は
、
確
固
た

る
ブ
ラ
ン
ド
力
が
あ
る
。
我
々
日
本
人
が
想
像
す

る
「
し
ゃ
れ
た
」、「
か
っ
こ
い
い
」
イ
タ
リ
ア
の
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
と
リ
ン
ク
す
る
。
そ
こ
で
「
ジ
ャ

パ
ン
」の
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。我
々

は
何
を
も
っ
て
「
ジ
ャ
パ
ン
」
を
誇
る
か
。
普
段

身
に
着
け
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
グ
ッ
ズ
の
よ
う
に
、

身
に
着
け
て
い
る
だ
け
で
何
か
を
誇
れ
た
り
、
優

越
感
に
浸
れ
る
…
…
そ
ん
な
感
覚
を
、
日
本
に
生

ま
れ
育
っ
て
き
た
我
々
日
本
人
が
、
こ
の
土
壌
に
、

こ
の
国
に
ど
ん
な
ブ
ラ
ン
ド
力
を
感
じ
て
い
る
だ

ろ
う
か
。

富
裕
層
を
魅
了
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
我
々
日

本
が
持
つ
魅
力
は
、
こ
の
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
に

大
き
く
関
係
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
世
界
の

ツ
ー
リ
ズ
ム
業
界
に
お
け
る
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド

は
確
実
に
陳
腐
な
方
向
へ
進
ん
で
い
る
と
い
う
現

実
が
存
在
す
る
と
感
じ
る
。

こ
う
い
っ
た
状
況
を
打
開
し
、
世
界
の
富
裕
層

旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
確
固
た
る
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン

ド
を
創
生
す
る
べ
く
、
経
済
産
業
省
と
国
土
交
通

省
は
日
本
の
文
化
人
、
学
識
者
を
集
め
、「
ラ
グ

ジ
ュ
ア
リ
ー
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
研
究
会
」
を

二
〇
〇
六
年
八
月
に
発
足
さ
せ
た
。
私
は
そ
の
研

究
会
の
事
務
局
長
と
し
て
仕
事
を
さ
せ
て
い
だ
だ

き
、
約
半
年
に
わ
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
事
業
に

関
与
し
た
。

旅
行
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
「
ジ
ャ
パ

ン
」。
こ
れ
を
聞
い
て
海
外
の
富
裕
層
た
ち
は
何
を

思
う
か
。

答
え
は
…
…
八
割
以
上
の
人
が
「
何
も
思
わ
な

い
」「
知
ら
な
い
」
で
あ
っ
た
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
世
界
第
二

位
の
こ
の
「
ジ
ャ
パ
ン
」
を
、
世
界
の
富
裕
層
の

特集２

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ト
ラ
ベ
ル
の
現
状
と
展
望

株
式
会
社
ア
ー
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
イ
ン
コ
ー
ポ
レ
イ
テ
ッ
ド 

代
表
取
締
役

ザ
・
リ
ョ
カ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

代
表

福
永　

浩
貴
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旅
行
先
と
し
て
は
「
存
在
す
ら
知
ら
な
い
」
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

百
万
ド
ル
（
約
一
億
二
千
万
円
）
以
上
の
金
融

資
産
を
持
つ
い
わ
ゆ
る
富
裕
層
（H

N
W
I

ハ
イ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ス
イ
ン
デ
ィ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
）
と
呼
ば

れ
る
人
た
ち
は
世
界
で
八
百
七
十
万
人
い
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
数
字
は
一
九
九
六
年
当
時
の

四
百
五
十
万
人
に
比
べ
、
こ
の
約
十
年
で
倍
に
膨

れ
上
が
っ
て
い
る
。

こ
の
数
字
が
一
概
に
富
裕
層
の
動
向
と
増
加
を

示
す
も
の
で
は
決
し
て
な
い
が
、
金
融
資
産
を
持

つ
人
々
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る
の
は
事
実
と
言

え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
こ
の
人
た
ち
は
、
一
般
旅
行
者
と
違
う

何
か
を
求
め
て
、「
旅
」
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
富
裕
層
旅
行
」。
こ
れ
を
聞
い
て
我
々
ツ
ー
リ

ズ
ム
業
界
に
属
す
る
人
も
含
め
、
現
在
の
日
本
人

は
何
を
想
像
す
る
だ
ろ
う
か
。「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
」

「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
」「
超
豪
華
ホ
テ
ル
」

「
超
高
額
ツ
ア
ー
」
な
ど
。「
お
金
を
た
く
さ
ん
使

う
」
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
富
裕
層
旅
行
、
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
ツ
ア
ー
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

確
か
に
世
界
の
富
裕
層
は
自
分
で
自
家
用

ジ
ェ
ッ
ト
を
所
有
し
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
空
を
飛
び

回
る
。
泊
ま
り
は
必
ず
最
高
級
ホ
テ
ル
の
ペ
ン
ト

ハ
ウ
ス
。
専
門
の
バ
ト
ラ
ー
が
い
て
、
座
っ
た
ま
ま

で
何
も
か
も
手
に
入
る
。
ま
る
で
映
画
に
見
る
ア

ラ
ブ
の
石
油
王
の
旅
行
の
よ
う
な
も
の
だ
。

し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
こ
れ
が

で
き
得
る
イ
ン
フ
ラ
は
皆
無
だ
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
離
着
陸
に
は
厳
し
い
規
制
が
敷
か
れ
、
外
国
籍

の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
で
の
国
内
の
空
港
間

の
移
動
は
、
手
続
き
が
極
め
て
煩
雑
で
あ
り
、
ま

た
主
要
都
市
の
空
港
の
離
発
着
の
ス
ロ
ッ
ト
は
超

過
密
で
、
飛
び
た
い
時
に
飛
べ
な
い
。
ま
た
海
外

で
名
だ
た
る
五
～
七
ツ
星
の
よ
う
な
、
部
屋
が
野

球
場
の
よ
う
に
広
く
、
バ
ト
ラ
ー
が
何
人
も
い
る

ホ
テ
ル
は
残
念
な
が
ら
こ
の
国
に
は
な
い
。
し
か

し
、
冒
頭
で
話
を
し
た
海
外
の
富
裕
層
た
ち
は
な

ぜ
日
本
に
魅
了
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
連
の
調
査
事
業
の
中
で
、
一
つ
の
答
え
が
見
え

た
。世
界
の
富
裕
層
旅
行
者
が
求
め
る
も
の
は
、「
見

れ
な
い
も
の
に
触
れ
ら
れ
る
」「
会
え
な
い
人
に
会

え
る
」
と
い
っ
た
よ
う
な
「
人
生
で
一
回
し
か
で

き
な
い
体
験
」、「
そ
の
国
に
し
か
で
き
な
い
体
験
」

を
求
め
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
は
海
外
富
裕
層
旅
行

バ
イ
ヤ
ー
た
ち
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
っ
き
り

し
た
答
え
が
見
え
た
。
さ
ら
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
、
海
外
富
裕
層
旅
行
者
が
日
本
に
求
め
る

も
の
と
し
て
は
、
八
割
以
上
の
人
が
「
本
物
の
日

本
文
化
・
伝
統
に
触
れ
た
い
」、「
日
本
人
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
触
れ
た
い
」
と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
海
外
富
裕
層
旅
行
者
た
ち
は
「
そ
の

ま
ま
の
日
本
」「
本
物
」を
見
た
い
、知
り
た
い
の
だ
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
で
の
移
動
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
の
移
動
、
は
大
切
な
要
素
で
あ
る
が
、
や

は
り
「
本
物
の
日
本
」
を
こ
の
分
野
の
旅
行
者
た

ち
は
追
い
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
海
外
富
裕

層
旅
行
者
た
ち
を
特
別
な
待
遇
を
も
っ
て
迎
え
入

れ
る
料
亭
、
旅
館
、
お
茶
屋
、
仏
閣
等
の
方
々
が

求
め
る
海
外
富
裕
層
旅
行
者
像
と
は
、「
日
本
文
化

を
尊
重
し
、
本
物
を
求
め
る
心
を
持
つ
人
々
」
と

い
う
回
答
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ど
こ
ま
で

日
本
の
「
本
物
」
を
海
外
に
伝
え
、
我
々
の
文
化
・

伝
統
を
尊
重
す
る
人
々
を
迎
え
入
れ
、
日
本
の
そ

の
ま
ま
の
お
出
迎
え
、
い
わ
ゆ
る
「
お
も
て
な
し
」

を
通
じ
て
人
々
を
お
迎
え
で
き
る
か
、
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。

私
の
お
客
様
で
ア
メ
リ
カ
の
あ
る
巨
大
企
業
の

ト
ッ
プ
の
方
が
日
本
に
一
週
間
滞
在
さ
れ
た
。
そ

こ
で
特
別
な
行
程
を
依
頼
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
あ

る
日
、伝
統
工
芸
で
有
名
な
小
さ
な
町
に
立
ち
寄
っ

て
い
た
だ
い
た
。
そ
こ
で
、
著
名
な
伝
統
工
芸
家

の
家
を
訪
ね
て
い
た
だ
き
、
工
芸
品
に
実
際
に
触
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れ
、見
て
い
た
だ
い
た
。
伝
統
工
芸
の
歴
史
、現
状
、

継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
強
い

思
い
、
そ
ん
な
話
を
し
な
が
ら
、
精
い
っ
ぱ
い
の

日
本
家
庭
で
の
お
も
て
な
し
を
し
た
。

そ
の
方
は
こ
の
本
物
の
作
品
、
思
い
、
お
も
て

な
し
に
触
れ
、
大
変
な
感
動
を
覚
え
、
約
一
千
万

円
も
す
る
特
別
な
作
品
を
そ
の
場
で
購
入
さ
れ
、

そ
の
後
そ
の
工
芸
家
の
方
を
自
国
に
招
き
、
個
展

を
開
か
せ
、
大
好
評
を
得
た
。
決
し
て
買
っ
て
も

ら
い
た
い
、
宣
伝
し
た
い
、
そ
ん
な
目
的
で
立
ち

寄
っ
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
…
…
。
つ

ま
り
、
本
物
を
見
抜
く
目
を
持
つ
の
が
富
裕
層
旅

行
者
で
あ
る
。
そ
の
旅
行
者
た
ち
に
「
本
物
」
を

伝
え
る
、
こ
れ
こ
そ
が
世
界
の
富
裕
層
旅
行
者
を

多
く
呼
び
込
め
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
ま
た
富
裕
層
旅
行
の
分
野
に
お
い
て
は
、

我
々
旅
行
業
界
だ
け
の
話
で
は
終
わ
ら
な
い
。
前

例
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
日
本
の
本
物
を
伝
え
る
に

は
「
本
物
」
そ
の
も
の
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
本

物
の
コ
ン
テ
ン
ツ
一
つ
ひ
と
つ
が
顧
客
を
魅
了
し
、

ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
を
作
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
富

裕
層
旅
行
者
が
そ
の
本
物
に
触
れ
た
と
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
発
生
す
る
。
世
界

に
日
本
の
本
当
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
、
そ
の
結

果
、
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
、

ビ
ジ
ネ
ス
が
循
環
し
、
輝
か
し
い
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ

ン
ド
が
構
築
さ
れ
る
。
そ
し
て
日
本
の
伝
統
・
文

化
を
継
承
す
る
力
と
な
っ
て
い
く
。
だ
か
ら
こ
そ

今
回
の
研
究
会
は
名
だ
た
る
文
化
人
の
皆
さ
ん
に

も
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
。
本
物
を
求
め
る
富
裕

層
旅
行
者
た
ち
は
、
旅
行
会
社
の
看
板
は
見
な
い
。

本
物
の
コ
ン
テ
ン
ツ
し
か
興
味
が
な
い
。
そ
の
「
本

物
に
た
ど
り
着
け
る
国
内
の
体
制
作
り
」、ま
た
「
本

物
を
伝
え
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
体
制
の
構
築
」、
こ

の
二
点
の
大
き
な
課
題
を
残
し
、
研
究
会
は
幕
を

閉
じ
、
二
〇
〇
七
年
六
月
に
、
こ
の
二
つ
の
課
題
を

解
消
す
る
べ
く
実
行
委
員
会
へ
と
引
き
継
が
れ
た
。

Ｉ
Ｌ
Ｔ
Ｍ
２
０
０
７
へ
の
参
加

二
〇
〇
七
年
は
ま
ず
「
本
物
を
伝
え
る
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
体
制
の
構
築
」
の
課
題
に
取
り
組
む
た

め
、
世
界
で
最
も
権
威
の
あ
る
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ト

ラ
ベ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
Ｉ
Ｌ
Ｔ
Ｍ
２
０
０
７
」
へ

の
出
展
を
決
定
し
た
。
毎
年
フ
ラ
ン
ス
・
カ
ン
ヌ

で
行
わ
れ
る
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
制
の
商
談
会
で
、

主
催
者
側
か
ら
招
待
を
受
け
る
世
界
中
の
よ
り
す

ぐ
ら
れ
た
千
人
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
バ
イ
ヤ
ー
と
、
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
に
特
化
す
る
世
界
中
の
一
千

社
の
出
展
者
が
、
完
全
事
前
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト

制
の
真
剣
な
商
談
会
を
行
う
。
バ
イ
ヤ
ー
と
出
展

者
以
外
は
、
い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
て
も
商
談
会

場
へ
の
入
場
は
禁
止
、
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
を
ス

キ
ッ
プ
し
た
ら
次
回
の
商
談
会
へ
の
出
入
り
は
禁

止
、
そ
う
い
っ
た
厳
格
な
商
談
会
で
、
旅
行
業
界

の
商
談
会
と
し
て
は
極
め
て
異
例
で
あ
る
。
富
裕

層
旅
行
へ
の
完
全
特
化
、
バ
イ
ヤ
ー
、
出
展
者
へ

の
厳
格
な
審
査
、
こ
う
い
っ
た
要
素
に
よ
り
Ｉ
Ｌ

Ｔ
Ｍ
過
去
六
回
の
開
催
を
通
じ
て
、
世
界
で
最
も

権
威
の
あ
る
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ケ
ッ

ト
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
き
た
。

こ
の
商
談
会
の
信
頼
性
は
、
研
究
会
で
行
っ
た

バ
イ
ヤ
ー
た
ち
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
実
証ＩＬＴＭ 200� エントランスゲート



10

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
世
界
の
バ
イ
ヤ
ー
た
ち
が

本
物
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
求
め
、
集
う
場
所
と
し
て

最
も
最
適
な
場
所
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
出
展
だ
け
で
世
界
の
富
裕
層
旅
行

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
華
々
し
い
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
れ
る

か
、
本
物
を
伝
え
ら
れ
る
か
、
と
い
う
疑
問
が
出

た
。
そ
こ
で
Ｉ
Ｌ
Ｔ
Ｍ
２
０
０
７
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
一
社
協
賛
を
行
い
、「
ジ
ャ
パ
ン

ナ
イ
ト
」
と
い
う
テ
ー
マ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
、

世
界
中
の
富
裕
層
旅
行
バ
イ
ヤ
ー
に
強
烈
な
イ
ン

パ
ク
ト
を
与
え
る
、
と
い
う
提
案
を
Ｉ
Ｌ
Ｔ
Ｍ
本

部
に
申
し
入
れ
、
他
二
社
と
の
ビ
デ
ィ
ン
グ
を
通

じ
、
Ｉ
Ｌ
Ｔ
Ｍ
の
歴
史
上
初
め
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

パ
ー
テ
ィ
ー
を
特
定
の
国
が
独
占
、
協
賛
を
行
う

こ
と
が
決
定
し
た
。
Ｉ
Ｌ
Ｔ
Ｍ
本
部
と
の
一
連
の

交
渉
を
、
私
自
ら
が
委
員
会
を
代
表
し
行
わ
せ
て

い
た
だ
い
た
が
、
テ
ー
マ
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催
を
Ｉ
Ｌ

Ｔ
Ｍ
本
部
が
受
け
入
れ
た
最
後
の
決
め
手
に
な
っ

た
の
が
、「
日
本
の
持
つ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
ー
」
と
「
世
界
の
富
裕
層
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

今
後
の
日
本
へ
の
期
待
」
の
二
点
で
あ
っ
た
。

会
場
は
カ
ン
ヌ
市
内
パ
レ
・
ド
ゥ
・
コ
ン
グ
レ

内
に
あ
る
、
地
中
海
を
望
む
円
形
の
素
晴
ら
し
い

ボ
ー
ル
ル
ー
ム「
ラ
リ
ン
ズ・ロ
ト
ゥ
ン
ダ
」で
あ
る
。

こ
の
会
場
は
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で
公
式
カ
ク
テ

ル
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
毎
年
行
わ
れ
る
こ
と
で
も
知

ら
れ
て
い
る
。

こ
の
、
公
式
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、

「
ジ
ャ
パ
ン
ナ
イ
ト
」
と
銘
打
ち
、
会
場
を
日
本
一

色
に
染
め
、
本
物
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
、
日
本
酒
、
日
本
食
を
振
る
舞
い
、
日
本
の

本
物
の
一
端
に
触
れ
て
い
た
だ
き
、
世
界
の
富
裕

層
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
ジ
ャ
パ
ン
あ
り
、
と
い
う

ア
ピ
ー
ル
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

今
回
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
運
営
す
る
た
め
、「
Ｉ

Ｌ
Ｔ
Ｍ
２
０
０
７
ジ
ャ
パ
ン
ナ
イ
ト
実
行
委
員
会
」

を
発
足
さ
せ
、
数
々
の
文
化
人
に
委
員
に
就
任
い

た
だ
き
、
ど
の
よ
う
な
形
で
日
本
の
本
物
を
伝
え

る
か
、
と
い
う
議
論
を
重
ね
た
。
準
備
期
間
が
短

か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
関
係
者
各
位
の
尽
力

に
よ
り
、
素
晴
ら
し
い
企
画
が
実
現
し
た
。

「
日
本
の
贅
と
美
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
会
場

内
に
国
宝
第
一
号
で
あ
る
「
風
神
雷
神
図
」「
雲
龍

図
」
を
展
示
、
さ
ら
に
本
格
的
な
お
茶
室
を
組
み
、

「
京
都
の
僧
侶
に
よ
る
お
茶
の
お
も
て
な
し
」
を
再

現
、
ま
た
Ｖ
Ｉ
Ｐ
エ
リ
ア
に
お
い
て
は
金
沢
に
ま
つ

わ
る
究
極
の
お
も
て
な
し
を
再
現
。
大
変
貴
重
な

蒔
絵
の
器
で
金
沢
の
プ
レ
ミ
ア
ム
な
酒
を
振
る
舞

い
、貴
重
な
伝
統
工
芸
、着
物
、ジ
ュ
エ
リ
ー
の
数
々

を
展
示
す
る
。
さ
ら
に
伝
統
的
な
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
の
歌
舞
伎
に
お
い
て
は
、
本
物
の
衣
装

を
特
別
展
示
、
ま
た
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
も
「
シ

ネ
マ
歌
舞
伎
」
の
上
映
を
行
う
。

さ
ら
に
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
数
々
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
京
都
か
ら
の
人
気
芸

舞
妓
が
五
人
、
春
夏
秋
冬
を
テ
ー
マ
に
し
た
舞
を

披
露
、
さ
ら
に
北
陸
か
ら
は
伝
統
あ
る
勇
壮
な
御

陣
乗
太
鼓
が
演
奏
を
披
露
。
ま
た
金
沢
の
有
名
料

亭
の
板
前
さ
ん
が
ス
テ
ー
ジ
上
で
華
麗
な
和
食
の

盛
り
付
け
と
包
丁
さ
ば
き
を
ラ
イ
ブ
で
披
露
し
た
。

結
果
は
空
前
の
大
成
功
で
あ
っ
た
。
三
千
人
の お茶室での様子
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関
係
者
が
開
場
と
同
時
に
押
し
寄
せ
、
日
本
一
色

に
染
め
ら
れ
た
会
場
に
感
嘆
し
、
日
本
酒
、
日
本

食
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。
ま
た
お
茶
会
に
お
い
て
は
、

恐
る
恐
る
で
は
あ
る
が
、
初
め
て
触
れ
る
本
物
の

テ
ィ
ー
セ
レ
モ
ニ
ー
を
体
験
し
、
満
足
な
様
子
で

あ
っ
た
。
僧
侶
に
よ
る
茶
の
も
て
な
し
は
、
深
い

意
味
ま
で
は
理
解
さ
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
れ
が
普
段
は
あ
ま
り
体
験
で
き
な
い
貴
重

な
も
の
で
あ
り
、
日
本
人
が
尊
ぶ
茶
の
湯
の
世
界

の
一
端
を
垣
間
見
た
に
違
い
な
い
。
お
茶
室
を
出

る
バ
イ
ヤ
ー
た
ち
の
表
情
は
ど
こ
か
し
ら
誇
ら
し

げ
な
、
満
足
感
あ
ふ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

世
界
の
富
裕
層
旅
行
業
界
の
歴
史
に
お
い
て
、

大
き
な
一
ペ
ー
ジ
を
刻
む
ジ
ャ
パ
ン
の
デ
ビ
ュ
ー
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
の
成
功
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
後
日
数
々
の
来
場
者
た
ち
か
ら
は
賞
賛
の

コ
メ
ン
ト
が
入
り
、
Ｉ
Ｌ
Ｔ
Ｍ
本
部
か
ら
も
「
過

去
最
高
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
に
な
っ
た
」

と
の
コ
メ
ン
ト
も
あ
っ
た
。

さ
ら
に
メ
イ
ン
の
商
談
会
の
方
も
「
ジ
ャ
パ
ン
・

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
と
し
て
、

わ
が
社
を
含
め
る
七
社
の
富
裕
層
に
特
化
し
た
企

業
・
サ
ー
ビ
ス
が
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ー
ス
と
し
て
軒
を

連
ね
た
。

こ
の
商
談
会
の
結
果
も
上
々
で
あ
っ
た
。
ア

ポ
を
事
前
に
結
ん
で
い
な
か
っ
た
バ
イ
ヤ
ー
た
ち

が
、
ジ
ャ
パ
ン
ナ
イ
ト
の
影
響
で
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ー
ス

に
押
し
寄
せ
、
出
展
者
は
ラ
ン
チ
を
取
る
暇
も
な

い
ほ
ど
対
応
に
追
わ
れ
た
。
世
界
の
富
裕
層
旅
行

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
あ
る
特
定
の
富
裕
層
の
顧
客
を

ガ
ッ
チ
リ
と
つ
か
む
、
個
人
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
小

規
模
な
富
裕
層
に
特
化
し
た
旅
行
会
社
、
旅
行

デ
ザ
イ
ナ
ー
が
牽
引
す
る
。
特
定
の
顧
客
に
だ
け

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
小
規
模
な
会
社
は
、
大
々
的
に

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
出

展
者
に
と
っ
て
も
彼
ら
に
会
え
る
の
は
こ
う
い
っ

た
特
別
な
商
談
会
し
か
な
く
、
今
ま
で
会
っ
た
こ

と
が
な
い
バ
イ
ヤ
ー
た
ち
の
多
く
と
会
う
こ
と
が

で
き
る
、
大
変
成
果
の
あ
る
商
談
会
で
あ
っ
た
と

言
え
る
。

今
後
の
課
題
と
展
望

日
本
は
世
界
の
富
裕
層
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お

い
て
、
旋
風
を
巻
き
起
こ
す
に
ふ
さ
わ
し
い
、「
最

後
の
楽
園
」
だ
と
思
う
。
長
い
歴
史
の
中
で
培
わ

れ
て
き
た
尊
い
お
も
て
な
し
文
化
。
こ
の
本
物
を

世
界
は
知
ら
な
い
。
し
か
し
こ
れ
に
触
れ
た
途
端

芸舞妓の舞

ＶＩＰエリアの様子
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に
、
本
物
を
見
る
目
を
持
つ
富
裕
層
旅
行
者
は
大

き
く
「
日
本
観
」
を
変
え
る
。
一
見
さ
ん
お
断
り

の
料
亭
・
お
茶
屋
で
行
わ
れ
る
徹
底
し
た
お
も
て

な
し
の
世
界
、
世
界
の
高
級
ホ
テ
ル
を
し
の
ぐ
食

事
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
日
本
旅
館
、
繊

細
か
つ
伝
統
的
な
芸
能
や
工
芸
な
ど
、
す
べ
て
に

お
い
て
目
の
肥
え
た
富
裕
層
旅
行
者
を
も
て
な
す

コ
ン
テ
ン
ツ
の
宝
庫
と
言
え
る
。

日
本
に
精
通
し
た
海
外
の
あ
る
Ｖ
Ｉ
Ｐ
バ
イ

ヤ
ー
が
商
談
中
に
私
に
言
っ
た
。「
な
ぜ
こ
の
日

本
が
安
売
り
し
て
外
国
人
を
呼
ぶ
必
要
が
あ
る
の

か
。
こ
れ
だ
け
素
晴
ら
し
い
文
化
、
お
も
て
な
し

の
精
神
が
あ
る
。
間
違
い
な
く
こ
の
精
神
は
世
界

一
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
今
は
そ
の
精
神
を
伝

え
ら
れ
る
〝
顔
〟
い
わ
ゆ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
全
く

見
え
な
い
。
我
々
は
そ
れ
を
見
た
い
。
日
本
は
も
っ

と
自
信
を
も
っ
て
良
い
も
の
を
良
い
も
の
と
し
て
、

そ
の
も
の
を
伝
え
る
べ
き
だ
。」

ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。
ブ
ラ
ン
ド

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
鉄
則
「
相
手
に
迎
合
し
な
い
」

を
、
ジ
ャ
パ
ン
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

も
活
用
す
る
べ
き
で
あ
る
。
妥
協
に
妥
協
を
重
ね
、

外
国
人
に
合
わ
せ
た
お
も
て
な
し
を
行
い
、「
本
物
」

か
ら
か
け
離
れ
て
し
ま
う
。そ
れ
で
は
、本
当
の「
成

功
」
は
見
え
て
こ
な
い
は
ず
だ
。

私
は
「
ザ
・
リ
ョ
カ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
い

う
旅
館
の
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
運
営
す

る
。
日
本
全
国
の
上
質
な
三
十
四
軒
の
日
本
旅
館

が
加
盟
し
、
世
界
に
お
い
て
の
知
名
度
向
上
を
目

指
し
、
最
高
級
ホ
テ
ル
を
し
の
ぐRY

O
K
A
N

と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
主
に
海
外

で
活
動
し
て
い
る
。
昨
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
行
わ

れ
た
新
ブ
ラ
ン
ド
の
発
表
記
者
会
見
で
私
は
こ
う

言
っ
た
。「
日
本
旅
館
で
英
語
が
通
じ
る
と
は
思
わ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
日
本
旅
館
は
、
日
本
人
が
尊

い
お
も
て
な
し
精
神
と
長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ

て
き
た
わ
が
国
の
宝
で
す
。
よ
っ
て
、
我
々
の
本

物
に
触
れ
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う
か
日
本
語
を
少

し
で
も
勉
強
い
た
だ
き
日
本
語
で
我
々
に
接
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
旅
館
滞
在
が
あ
な
た
方
に

と
っ
て
も
っ
と
特
別
な
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
。

そ
の
コ
メ
ン
ト
の
後
に
付
け
足
し
た
が
、
決
し

て
外
国
語
を
拒
否
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
外
国
語
で
伝
え
、
お
客
様
に
安
心
い
た
だ
く

の
は
必
要
で
す
。
た
だ
そ
れ
ば
か
り
に
と
ら
わ
れ

て
本
来
の
お
も
て
な
し
精
神
が
伝
わ
な
け
れ
ば
本

末
転
倒
で
す
。
本
物
を
求
め
る
富
裕
層
旅
行
者
に

は
本
物
を
も
っ
て
お
も
て
な
し
す
る
。
旅
館
の
軒

先
で
外
国
人
の
お
客
様
が
見
え
て
も
、
い
つ
も
の

よ
う
に
胸
を
張
っ
て
、
目
を
輝
か
せ
「
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
！
」
と
日
本
語
で
お
迎
え
す
る
の
が
、
富

裕
層
旅
行
の
世
界
で
日
本
が
大
成
す
る
〝
鍵
〟
と

な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
素
晴
ら
し
い
お
も

て
な
し
コ
ン
テ
ン
ツ
の
数
々
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル

し
、
恒
久
的
に
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
、
上
質
な
「
お

も
て
な
し
」
の
ブ
ラ
ン
ド
を
構
築
し
て
い
か
な
く

て
は
、
近
い
将
来
、
世
界
の
富
裕
層
は
、
価
格
競

争
力
で
勝
る
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
諸
国

に
目
を
向
け
、日
本
の
存
在
感
は
更
に
小
さ
く
な
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
ふ
く
な
が　

ひ
ろ
き
）

公式記者会見（プレゼンテーションを行うのは筆者）
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京
都
五
山
第
四
位
の
禅
寺
東
福
寺
は
、
奈
良
の

東
大
寺
と
興
福
寺
と
い
う
二
大
寺
に
ち
な
ん
で
名

付
け
ら
れ
た
。
冬
の
青
い
空
を
背
景
に
、
巨
大
な

伽
藍
や
そ
れ
を
取
り
巻
く
樹
木
は
冷
え
た
空
気
に

引
き
締
め
ら
れ
、
広
大
か
つ
深
遠
な
空
間
を
作
り

出
す
。
東
福
寺
と
い
え
ば
通
天
橋
か
ら
見
る
秋
の

紅
葉
が
有
名
で
あ
る
が
、
東
福
寺
の
真
の
実
力
を

感
じ
る
に
は
、
晴
れ
渡
っ
た
冬
の
日
に
訪
問
す
る

の
が
一
番
だ
と
思
う
。

盆
地
で
あ
る
京
都
の
冬
は
、
雪
は
あ
ま
り
降
ら

な
い
も
の
の
底
冷
え
す
る
寒
さ
で
、
観
光
的
に
は

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
気
候
の
良
い
春
と

秋
は
桜
や
紅
葉
を
見
る
た
め
多
く
の
観
光
客
で
に

ぎ
わ
う
も
、
冬
と
な
れ
ば
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、

街
に
静
か
な
時
間
が
流
れ
る
。
冬
こ
そ
京
都
の
真

の
実
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
上
質
で
豊
か
な

時
間
が
過
ご
せ
る
の
で
は
な
い
か
。
渋
滞
や
混
雑

に
悩
ま
さ
れ
ず
、
ホ
テ
ル
の
部
屋
も
比
較
的
余
裕

の
あ
る
冬
に
観
光
客
を
誘
導
で
き
な
い
か
。
外
国

人
向
け
冬
の
集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
るK

yoto 

W
inter Special

（
二
〇
〇
七
年
十
二
月
か
ら
〇
八

年
三
月
）
は
、こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
始
ま
っ

た
も
の
で
あ
る
。
冬
の
京
都
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
い

え
ば
、
国
内
観
光
客
向
け
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
京

の
冬
の
旅
」
を
四
十
年
前
か
ら
継
続
し
て
行
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
外
国
人
向
け
に
ア
レ
ン
ジ
し
、
外

国
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
則
し
た
形
で
展
開
し
よ
う
と

い
う
の
が
、K

yoto W
inter Special

で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
上
質
な
日
本
が
体
験
で
き
る
京

都
の
冬
を
、
い
か
に
し
て
外
国
に
売
り
込
む
か
、

K
yoto W

inter Special

の
展
開
を
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
ー
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。K

yoto 

W
inter Special

で
は
、
①
「
京
の
冬
の
旅
」
を

も
と
に
外
国
人
に
訴
求
力
の
あ
る
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
を
用
意
し
、
②
旅
行
分
野
で
近
年
急
速
に
重
要

冬
の
京
都
の
上
質
な
時
間

　

～Kyoto W
inter Special

で
発
信
～

東山花灯路（3 月 14 日～ 23 日）　八坂の塔

特集３

上
質
な
時
間
は
冬
の
京
都
に
あ
り

―

冬
の
外
国
人
観
光
客
誘
致
キ
ャ
ン
ペ
ー
ンK

yoto W
inter Special

の
展
開

京
都
市
産
業
観
光
局
観
光
部
観
光
振
興
課　

国
際
事
業
担
当
課
長

西
村　

健
吾
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度
が
増
し
て
き
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心
に
展

開
す
る
と
と
も
に
、
③
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｖ
Ｊ
Ｃ
）
の
中
心
的
な
素
材
と

し
て
取
り
上
げ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
非
常
に
大
き

な
広
が
り
を
持
っ
て
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
。
こ
れ
らK

yoto W
inter Special

手
法
に
つ

い
て
述
べ
た
上
で
、
順
調
な
滑
り
出
し
を
見
せ
た

K
yoto W

inter Special
の
本
稿
執
筆
時
点（
〇
七

年
十
二
月
十
八
日
現
在
）
で
の
成
果
に
触
れ
、
こ

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
の
展

望
に
つ
い
て
ま
と
め
る
こ
と
と
す
る
。

訴
求
力
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発

　

～
三
つ
のSpecial

～

「
今
し
か
見
ら
れ
な
い
秘
宝
が
あ
り
ま
す
」
と

言
わ
れ
れ
ば
、
人
間
誰
し
も
そ
れ
を
見
て
み
た
い

と
思
う
。「
京
の
冬
の
旅
」
の
最
大
の
売
り
で
あ

る
「
非
公
開
文
化
財
の
特
別
公
開
」
を
「Special 

O
penings

」
と
し
てK

yoto W
inter Special

で

も
メ
イ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
に
据
え
て
い
る
。
東
寺
の
五

重
塔
、
知
恩
院
の
三
門
な
ど
十
カ
所
が
こ
の
冬
限

定
（
一
月
十
二
日
か
ら
三
月
十
八
日
）
で
公
開
さ

れ
る
。
こ
の
価
値
を
外
国
人
に
も
分
か
り
や
す
く

英
語
で
解
説
す
る
と
と
も
に
、
特
別
公
開
す
る
寺

院
に
お
い
て
も
英
文
の
チ
ラ
シ
を
用
意
し
て
お
く

こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
冬
季
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
非
常
に
魅
力
的
な
も
の

が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
渡
月
橋

や
竹
林
の
小
径
、
周
辺
の
寺

院
等
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

る
「
嵐
山
花
灯
路
」
は
十
二

月
中
旬
に
開
催
さ
れ
、
東
山

地
区
で
も
三
月
中
旬
に
「
東

山
花
灯
路
」
が
開
か
れ
る
。

年
末
の
除
夜
の
鐘
や
年
始

の
初
詣
も
日
本
ら
し
さ
を
感

じ
る
機
会
で
あ
る
し
、
高
台
寺
で
は
夜
の
お
茶
会

「
高
台
寺
の
夜
咄
（
よ
ば
な
し
）」
が
人
数
限
定
で

行
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
冬
季
の
イ
ベ
ン
ト
を「Special 

Events
」と
し
て
、K

yoto W
inter Special

の
第

二
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
し
て
い
る
。

三
つ
目
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
「Special 

O
ffers

」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
四
泊
目
が
無
料
と
な

る
特
別
宿
泊
パ
ッ
ク
を
ホ
テ
ル
や
旅
館
か
ら
提

供
し
た
り
、
ホ
テ
ル
に
よ
っ
て
は
部
屋
の
ア
ッ
プ

グ
レ
ー
ド
を
う
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
飲

食
店
や
土
産
物
店
か
ら
も
、
ク
ー
ポ
ン
に
よ
る

割
引
等
を
実
施
し
て
値
打
ち
感
の
あ
る
京
都
の

冬
を
提
供
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
ら
三
つ
の

「Special

」
を
メ
イ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
に
据
え
て
、
外

国
人
観
光
客
に
訴
求
力
の
あ
る
冬
の
特
別
な
旅
を

提
供
し
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
情
報
発
信

　

～
外
部
サ
イ
ト
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
～

自
分
自
身
、
十
年
前
に
は
想
像
も
つ
か
な
か
っ

た
こ
と
で
あ
る
が
、
出
張
先
の
ホ
テ
ル
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約
し
、
新
幹
線
も
携
帯
電
話

で
座
席
を
取
っ
て
支
払
い
ま
で
行
え
る
。
旅
行
先

を
探
す
場
合
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
な
が
ら
比
較
検
討
す
る
。
海
外
に
お
い
て

は
、
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
は
浸
透
し Kyoto Winter Special のチラシ
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て
お
り
、
昨
夏
に
京
都
市
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し

た
結
果
に
よ
る
と
、
京
都
へ
の
外
国
人
旅
行
者
の

半
数
以
上
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
旅
行
情
報

を
入
手
し
て
お
り
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
雑
誌
等

を
抜
い
て
、
一
番
の
ツ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
、K

yoto W
inter Special

を
展
開
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
最
大
限
活
用

し
て
行
う
こ
と
と
し
た
。
印
刷
し
た
立
派
な
公

式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
は
作
ら
ず
、
チ
ラ
シ
や
ポ
ス

タ
ー
に
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
（w

w
w

.

kyotow
interspecial.com

）
を
記
載
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
た
だ
単
に
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

く
だ
け
で
は
、
ご
く
狭
い
範
囲
の
関
係
者
が
そ
の

存
在
を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
、
多
く
の
人
々
に
届

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
自
前
で
情
報
発
信
す
る

だ
け
で
は
ど
う
し
て
も
限
界
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

外
国
人
向
け
の
旅
行
予
約
サ
イ
ト
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
、
当
該
サ
イ
ト
上
で
京
都
特
集
を
展
開
す
る
こ

と
と
し
た
。
京
都
市
側
か
ら
非
公
開
文
化
財
公
開

や
冬
季
の
イ
ベ
ン
ト
、
特
典
な
ど
の
情
報
や
、
そ

れ
に
関
係
す
る
写
真
素
材
を
提
供
し
、
旅
行
予

約
サ
イ
ト
側
でK

yoto W
inter Special

の
特

集
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
京
都
へ
の
関
心
を
高
め
、
予

約
に
誘
導
し
京
都
へ
の
訪
問
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

狙
っ
て
い
る
。
ま
た
、
旅
行
予
約
サ
イ
ト
が
連
携

し
や
す
い
よ
う
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
旅
行

会
社
へ
の
リ
ン
ク
や
旅
行
商
品
の
紹
介
等
は
、
あ

え
て
載
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
旅
行
予
約
サ

イ
ト
側
の
経
済
的
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、

よ
り
広
範
か
つ
効
果
的
に
冬
の
京
都
の
魅
力
を
伝

え
る
こ
と
で
、
来
訪
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
観
光
情
報
サ
イ
ト
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ

も
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。
世
界
で
最
も
利
用

さ
れ
て
い
る
検
索
サ
イ
トGoogle

で
「Japan 

T
ravel

」
と
検
索
す
る
と
、
上
位
に
表
示
さ
れ
る

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
（
国
際
観
光
振
興
機
構
）
と
そ
の
次
に

表
示
さ
れ
るJapan Guide

の
双
方
で
、
大
々
的

にK
yoto W

inter Special

の
情
報
を
発
信
し
て

い
る
。
観
光
振
興
成
功
へ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
自
前

の
活
動
に
こ
だ
わ
る
の
で
は
な
く
、
な
る
べ
く
多

く
の
主
体
か
ら
情
報
発
信
し
誘
客
活
動
し
て
も
ら

え
る
よ
う
促
す
こ
と
で
あ
る
。
超
有
力
サ
イ
ト
で

あ
る
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
とJapan Guide

の
協
力
を
得
ら

れ
た
の
は
、
非
常
に
意
義
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
な
っ
た

　

Kyoto W
inter Special

訪
日
旅
行
促
進
の
た
め
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
あ
る
「
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（
Ｖ
Ｊ
Ｃ
）」
の
成
果
も
あ
っ
て
、
各
国
と

も
訪
日
旅
行
者
数
が
順
調
に
伸
び
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
重
点
市
場
で
唯
一
ア
メ
リ
カ
か
ら
の

旅
行
者
数
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
原
油
高
に
伴
う

航
空
座
席
数
の
絞
り
込
み
や
ド
ル
安
な
ど
外
的
要

因
が
大
き
く
響
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
り
、
航
空

座
席
に
余
裕
の
出
る
冬
期
の
需
要
喚
起
が
課
題
と

な
っ
て
く
る
が
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
市
場
へ
の
テ
コ
入

れ
の
た
めK

yoto W
inter Special

が
活
躍
し
て

JNTO 英文サイト　京都特集記事
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い
る
。
ア
メ
リ
カ
人
旅
行
者
に
訴
え
か
け
る
に
は
、

最
も
日
本
的
な
気
分
を
味
わ
え
る
京
都
を
前
面
に

押
し
出
し
需
要
を
喚
起
し
て
い
く
戦
略
を
と
る
必

要
が
あ
る
と
し
、
Ｖ
Ｊ
Ｃ
と
し
て
は
異
例
の
、
特

定
の
地
域
を
重
点
的
に
取
り
上
げ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
早
速
、
京
都
市

か
ら
担
当
者
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
飛
び
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ

や
現
地
の
旅
行
会
社
、メ
デ
ィ
ア
関
係
者
に
対
し
て
、

K
yoto W

inter Special

の
説
明
を
行
っ
た
。

ど
こ
の
地
域
も
ナ
シ
ョ
ナ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
当

該
地
域
を
中
心
に
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
と
思
う
で

あ
ろ
う
し
、
京
都
と
し
て
も
そ
れ
は
以
前
か
ら
望

ん
で
い
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
や
み
く
も
に
ト
ッ

プ
扱
い
し
て
ほ
し
い
と
望
ん
で
も
か
な
わ
な
い
で
あ

ろ
う
し
、
仮
に
良
い
ネ
タ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
タ
イ

ミ
ン
グ
が
合
わ
な
け
れ
ば
実
現
さ
れ
な
い
。
今
回
、

ア
メ
リ
カ
市
場
で
京
都
が
重
点
的
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
の
は
、K

yoto W
inter Special

と
い
う
ネ

タ
が
、
Ｖ
Ｊ
Ｃ
で
の
ア
メ
リ
カ
市
場
戦
略
の
見
直

し
に
合
わ
せ
て
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
提
供
で
き
た
た

め
だ
と
思
う
。

世
界
に
は
ば
た
く

　

Kyoto W
inter Special

Ｖ
Ｊ
Ｃ
にK

yoto W
inter Special

が
取
り
上

げ
ら
れ
て
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
京
都
の
露

出
は
急
拡
大
し
た
。
旅
行
雑
誌
で
の
広
告
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
で
も
京
都
の
イ
メ
ー
ジ
が
使
用

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙

で
もK

yoto W
inter Special

の
四
泊
目
無
料
特

典
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
広
告
掲
載
の
実

費
だ
け
で
も
、
数
千
万
円
規
模
と
非
常
に
大
き
な

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｖ
Ｊ
Ｃ
の
冬
期
集
中

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
るY

ōkoso! Japan W
eeks

に
お
い
て
も
、K

yoto W
inter Special

を
ト
ッ

プ
に
扱
っ
て
お
り
、Y

ōkoso! Japan W
eeks

の

公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
特
集
が
組
ま
れ
て
い
る
。

一
方
、
旅
行
予
約
サ
イ
ト
で
のK

yoto W
inter 

Special

の
展
開
も
順
調
に
進
ん
で
い
る
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ

が
展
開
す
る
外
国
人
向
け
旅
行
予
約
サ
イ
ト

JA
PA

N
iCA

N

（
ジ
ャ
パ
ニ
カ
ン
）
やSunrise 

T
ours

（
サ
ン
ラ
イ
ズ
ツ
ア
ー
）、
楽
天
ト
ラ
ベ
ル

の
英
語
版
予
約
サ
イ
ト
と
と
も
に
、
共
同
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
し
てK

yoto W
inter Special

の
特
設

ペ
ー
ジ
を
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
シ

ド
ニ
ー
事
務
所
と
共
同
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

旅
行
予
約
サ
イ
ト
で
あ
るH

otel Club

で
の
京
都

特
設
ペ
ー
ジ
の
設
置
も
行
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い

て
も
、
二
大
旅
行
予
約
サ
イ
ト
で
あ
るExpedia

（
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
ア
）、T

ravelocity

（
ト
ラ
ベ
ロ

シ
テ
ィ
）
の
日
本
特
集
ペ
ー
ジ
でK

yoto W
inter 

Special

が
告
知
さ
れ
て
い
る
。
現
時
点
で
は
、
詳

細
な
予
約
状
況
等
ま
で
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、

好
調
に
推
移
し
て
い
る
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

冬
期
限
定
の
四
泊
目
無
料
パ
ッ
ク
も
イ
ン
パ
ク

ト
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
、
毎
日
数
組
が
こ
の
パ
ッ

ク
を
利
用
し
て
い
る
ホ
テ
ル
が
あ
っ
た
り
、
冬
期

の
予
約
が
順
調
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
旅
館
か
ら

の
話
も
あ
り
、
最
終
的
に
ど
の
よ
う
な
結
果
が
出

て
く
る
か
楽
し
み
で
あ
る
。
た
だ
、
ホ
テ
ル
に
よ
っ

て
は
サ
イ
ト
自
体
の
認
知
度
が
海
外
で
そ
れ
ほ
ど

高
く
な
く
、
四
泊
目
無
料
パ
ッ
ク
の
売
り
上
げ
が JAPANiCAN（ジャパニカン）での京都特集ページ
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伸
び
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
海
外
で
の
知
名

度
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
の
差
が
出
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

初
年
度
に
学
ん
だ
こ
と

K
yoto W

inter Special

は
今
回
か
ら
初
め
て

手
掛
け
た
も
の
で
、
文
字
通
り
試
行
錯
誤
を
続
け

な
が
ら
の
展
開
と
な
っ
て
い
る
。
当
初
は
ホ
テ
ル

の
部
屋
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
を
目
玉
に
据
え
よ
う

と
考
え
た
が
、
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
と
な
る
条
件
や

部
屋
の
種
類
が
特
定
で
き
な
い
な
ど
の
問
題
か
ら
、

ホ
テ
ル
の
担
当
者
な
ど
と
相
談
し
た
上
で
四
泊
目

無
料
と
な
る
特
典
を
拡
大
さ
せ
た
。
ま
た
、
宿
泊

施
設
以
外
に
も
飲
食
店
や
土
産
物
店
な
ど
も
割
引

特
典
等
を
提
供
す
る
こ
と
か
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ク
ー
ポ
ン
が
印
刷
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
結
果
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
でK

yoto W
inter Special

は
広
が
り
を

持
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
外
国
人
旅
行
者
が
京
都

を
訪
れ
た
と
き
に
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
で
あ
る

こ
と
が
実
感
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
外
国
人
が
多

く
訪
れ
る
ポ
イ
ン
ト
に
絞
っ
て
、K

yoto W
inter 

Special

の
告
知
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
等
を
提
供
す
る

仕
組
み
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
英
文
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
へ
の
掲
載
も
後
手
後
手
に
回
っ
て

し
ま
っ
た
。
京
都
を
訪
問
し
た
外
国
人
旅
行
者
の

再
訪
問
を
促
す
仕
組
み
や
、
彼
ら
か
ら
の
口
コ
ミ

効
果
を
引
き
出
す
仕
組
み
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

す
で
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
に
突
入
し
て
お
り
時

間
的
に
対
応
が
難
し
い
も
の
も
あ
る
が
、
実
施
中

に
少
し
ず
つ
改
善
を
加
え
た
り
、
次
回
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
の
課
題
と
す
る
な
ど
、K

yoto W
inter 

Special

を
着
実
に
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
さ
せ
て
い

く
こ
と
と
し
た
い
。

京
都
の
責
務
と

　
Kyoto W

inter Special

の
成
否

本
稿
で
は
京
都
本
来
の
美
し
さ
や
豊
か
な
時

間
を
実
感
し
て
も
ら
う
た
め
の
施
策
と
し
て
、

二
〇
〇
七
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
外
国
人
向

け
冬
期
集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ンK

yoto W
inter 

Special

の
コ
ン
テ
ン
ツ
や
展
開
方
法
等
に
つ
き
述

べ
て
き
た
。K

yoto W
inter Special

は
、
非
公

開
文
化
財
の
公
開
と
い
うSpecial O

penings

、

花
灯
路
な
ど
のSpecial Events
、
四
泊
目
無
料

や
ク
ー
ポ
ン
等Special O

ffers

か
ら
成
り
立
っ

て
お
り
、
国
内
外
の
旅
行
予
約
サ
イ
ト
や
Ｖ
Ｊ
Ｃ

と
連
携
す
る
こ
と
で
、
効
果
的
な
情
報
発
信
を
実

現
し
て
い
る
。
多
く
の
有
力
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

K
yoto W

inter Special

を
取
り
上
げ
て
も
ら
う

こ
と
に
成
功
し
、
四
泊
目
無
料
のSpecial O

ffers

や
共
同
広
告
も
順
調
に
推
移
し
て
い
る
一
方
で
、
京

都
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
感
じ
ら
れ
る
仕
組
み
の
構
築

や
、
リ
ピ
ー
タ
ー
化
へ
の
仕
組
み
が
今
後
の
課
題
と

し
て
浮
か
ん
で
き
た
。

京
都
は
自
他
共
に
認
め
る
日
本
を
代
表
す
る
国

際
文
化
観
光
都
市
で
あ
る
。
京
都
が
率
先
し
て
外

国
人
観
光
客
誘
致
を
行
う
こ
と
で
、
周
辺
地
域
へ

の
周
遊
を
促
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
ま
た
、
先

端
的
な
誘
致
手
法
を
開
発
す
る
こ
と
で
、
他
地
域

の
見
本
と
な
る
べ
き
と
考
え
る
。
京
都
に
は
、
観

光
立
国
た
る
日
本
を
牽
引
し
て
い
く
責
務
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
日
本
の
真
の
実
力
に
触
れ
ら
れ

る
上
質
な
旅
の
提
案
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
最

大
限
に
活
用
し
た
外
国
人
観
光
客
誘
致
の
手
法
、

国
内
外
の
旅
行
会
社
等
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
広
告
な

ど
、
こ
れ
か
ら
多
く
の
地
域
が
取
り
組
ん
で
い
く

分
野
で
あ
ろ
う
。K

yoto W
inter Special

の
成

否
が
新
手
法
の
採
用
や
他
地
域
で
の
展
開
の
上
で

も
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
よ
り

効
果
が
上
が
る
よ
う
引
き
続
き
改
善
を
加
え
、
努

力
を
重
ね
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

（
に
し
む
ら　

け
ん
ご
）
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鞆
の
持
つ
資
質

豊
後
水
道
と
紀
伊
水
道
か
ら
の
潮
流
が
ぶ
つ
か

り
合
う
、
瀬
戸
内
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
広
島
県
福

山
市
鞆
の
浦
。
潮
の
流
れ
に
乗
っ
た
航
海
が
主
流

で
あ
っ
た
当
時
、
瀬
戸
内
航
路
の
主
要
な
港
町
と

し
て
、
い
に
し
え
の
時
代
か
ら
中
世
・
近
世
に
わ

た
り
繁
栄
を
続
け
て
き
た
。
そ
ん
な
鞆
の
浦
に
は
、

歴
史
上
重
要
な
人
物
も
数
多
く
訪
れ
、
歴
史
の
舞

台
と
な
っ
て
き
た
。

鞆
の
名
が
書
物
に
最
初
に
登
場
す
る
の
は
、
日

本
最
古
の
歌
集『
万
葉
集
』で
あ
る
。
七
三
〇
年（
天

平
二
年
）、
九
州
の
太
宰
府
よ
り
京
に
呼
び
戻
さ
れ

る
途
中
立
ち
寄
っ
た
大
伴
旅
人
が
、
亡
き
妻
を
し

の
び
「
吾
妹
子
が
見
し
鞆
の
浦
の
む
ろ
の
木
は
常

世
に
あ
れ
ど
見
し
人
ぞ
無
き
」
と
い
う
万
葉
歌
を

残
し
た
ほ
か
、
万
葉
集
に
は
鞆
に
ま
つ
わ
る
歌
が

八
首
も
詠
ま
れ
て
い
る
。

室
町
時
代
に
お
い
て
は
、「
足
利
は
、
鞆
に
興

り
鞆
に
滅
ぶ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
鞆

は
そ
の
興
亡
を
見
届
け
る
重
要
な
舞
台
と
な
る
。

一
三
三
六
年
（
建
武
三
年
）、
賊
軍
と
し
て
京
を
追

わ
れ
九
州
へ
下
る
途
中
の
初
代
将
軍
・
足
利
尊
氏

は
、
立
ち
寄
っ
た
鞆
の
地
で
「
錦
の
御
旗
」
と
も

言
え
る
「
光
厳
上
皇
の
院
宣
（
天
皇
の
命
を
記
し

た
公
文
書
）」
を
受
け
、
勢
力
を
盛
り
返
し
て
後

に
室
町
幕
府
を
築
く
。
ま
た
一
五
七
三
年
（
天
正

元
年
）、
織
田
信
長
に
京
を
追
わ
れ
た
最
後
の
将

軍
・
足
利
義
昭
は
、
毛
利
氏
を
頼
っ
て
鞆
に
入
っ

た
後
も
、
御
内
書
（
将
軍
に
よ
る
公
文
書
）
を
繰

り
返
し
発
行
す
る
な
ど
、
征
夷
大
将
軍
と
し
て
の

権
威
を
保
ち
な
が
ら
こ
の
地
で
再
興
の
機
会
を
う

か
が
っ
て
い
る
。
結
局
、
義
昭
が
返
り
咲
く
こ
と

は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
豊
臣
秀
吉
の
保
護
の
も
と

大
阪
入
り
す
る
ま
で
の
お
よ
そ
十
五
年
間
、
時
の

将
軍
が
拠
点
を
構
え
て
い
た
こ
の
地
は
「
鞆
幕
府
」

と
呼
ば
れ
た
。
ま
た
そ
ん
な
鞆
に
は
、
能
を
愛
し

た
秀
吉
ゆ
か
り
の
品
、
戦
地
慰
問
用
の
「
移
動
式

能
舞
台
」
も
残
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
鞆
は
朝
鮮
通
信

上
質
な
日
本
を
守
る
民
の
取
り
組
み

松
居　

秀
子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

鞆
ま
ち
づ
く
り
工
房　

代
表

天然の円形をなす鞆港全景
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使
の
寄
港
地
と
し
て
も
利
用
さ
れ
、
計
十
二
回
に

わ
た
っ
て
来
日
し
た
使
節
団
は
、
対
馬
の
み
に
寄

港
し
た
一
回
を
除
き
、
す
べ
て
鞆
の
浦
に
立
ち
寄
っ

て
い
る
。
一
七
一
一
年
（
正
徳
元
年
）、
朝
鮮
通
信

使
上
官
の
一
人
、
李
邦
彦
は
、
高
台
に
あ
る
「
福

禅
寺
」の
庭
よ
り
見
下
ろ
し
た
鞆
港
の
眺
め
を
、「
日

本
一
美
し
い
景
色
で
あ
る
」
と
た
た
え
、「
日
東
第

一
形
勝
」と
の
書
を
残
し
た
。
こ
れ
ら
書
の
ほ
か
に
、

「
親
友
」
を
意
味
す
る
ハ
ン
グ
ル
語
「
チ
ン
グ
ウ
」

が
方
言
と
し
て
残
る
な
ど
、
鞆
に
は
日
韓
友
好
の

証
し
が
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

ま
た
幕
末
の
一
八
六
三
年
（
文
久
三
年
）、
三
条

實
美
ら
尊
皇
攘
夷
派
の
七
卿
が
京
を
追
わ
れ
て
長

州
へ
下
っ
た
「
七
卿
落
ち
」
の
際
、
彼
ら
は
鞆
の

豪
商
宅
「
太
田
家
住
宅
」
に
立
ち
寄
っ
て
お
り
、

今
も
残
る
そ
の
史
跡
は
、
国
の
重
要
文
化
財
と
し

て
町
民
の
力
で
公
開・
管
理
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

大
政
奉
還
を
目
前
に
控
え
た
一
八
六
七
年
（
慶
応

三
年
）
春
、
紀
州
藩
の
軍
艦
「
明
光
丸
」
と
坂
本

龍
馬
の
「
い
ろ
は
丸
」
と
が
鞆
港
沖
で
衝
突
し
た

「
い
ろ
は
丸
事
件
」
の
際
、
龍
馬
が
紀
州
藩
と
の
談

判
に
訪
れ
て
い
る
が
、
そ
の
と
き
用
い
ら
れ
た
「
隠

れ
家
」
や
「
談
判
跡
」
と
い
っ
た
史
跡
も
、
今
な

お
こ
の
地
に
姿
を
と
ど
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
人
口
五
千
人
余
り
の
こ
の
小
さ

な
町
に
は
、
国
の
重
要
文
化
財
な
ど
四
十
三
の
文

化
財
を
は
じ
め
、
十
九
も
の
寺
、
五
十
三
の
社
祠

が
点
在
し
、
古
い
も
の
に
至
っ
て
は
九
世
紀
前
半

に
ま
で
そ
の
起
源
を
さ
か
の
ぼ
る
も
の
も
あ
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
町
に
は
江
戸
・
明
治
期
の
町
家

二
百
軒
余
り
が
残
り
、
港
に
は
江
戸
時
代
の
港
湾

設
備
「
大
波
止
」・「
雁
木
」・「
常
夜
燈
」・「
船
番
所
」・

「
焚
場
」
の
す
べ
て
が
奇
跡
的
に
当
時
の
姿
を
と
ど

め
て
い
る
。
そ
し
て
、
な
に
よ
り
素
晴
ら
し
い
こ

と
は
、
こ
れ
ら
の
史
跡
が
た
だ
現
存
し
て
い
る
だ

け
で
は
な
く
、
今
な
お
変
わ
ら
ぬ
営
み
の
中
に
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
。
鞆
の
抱
え
る
こ
の
貴
重
な
遺

産
は
、幸
か
不
幸
か
正
し
く
評
価
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
た
め
に
、
大
型
観
光
や
開
発
の
対
象
と
さ
れ
ず
、

生
活
の
中
に
溶
け
込
ん
で
守
ら
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
こ
の
「
価
値
が
正
し
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
」

と
い
う
こ
と
は
、
現
在
、
鞆
を
深
刻
な
危
機
に
追

い
込
ん
で
い
る
。

バ
ブ
ル
景
気
を
間
近
に
控
え
た
一
九
八
三
年
、

鞆
の
浦
に
「
埋
立
架
橋
計
画
」
と
い
う
公
共
事
業

計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
。
天
然
の
円
形
港
湾
の
三

分
の
一
を
埋
め
立
て
真
ん
中
に
橋
を
通
す
と
い
う

こ
の
計
画
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
も
何
ら
本
質
的
改

善
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
現
在
も
そ
の
手
続
き
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

七卿の訪れた史跡「太田家住宅」

貴重な近世港湾施設「常夜燈」周辺
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価
値
を
伝
え
る
必
要
性

こ
の
計
画
は
明
ら
か
に
、
連
綿
と
続
い
て
き
た

港
町
・
鞆
の
本
質
を
崩
壊
さ
せ
、
穏
や
か
な
現
在

の
生
活
環
境
を
激
変
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
差
し
迫
っ
た
状
況
を
受
け
て
も
、「
発

展
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
町
」
と
し
て
自
分
た
ち
の

町
を
低
く
評
価
し
て
い
た
住
民
に
は
、
な
か
な
か

事
の
重
大
性
が
伝
わ
ら
な
か
っ
た
。
理
解
を
得
る

た
め
に
は
、
ま
ず
町
の
価
値
に
気
づ
い
て
も
ら
い
、

誇
り
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
で
は
よ
く

言
わ
れ
る
こ
と
だ
が
、
と
か
く
地
元
に
住
ん
で
い

る
人
間
は
、
自
分
た
ち
が
慣
れ
親
し
ん
だ
町
の
評

価
を
怠
る
傾
向
に
あ
る
。
一
歩
引
い
た
外
か
ら
の

視
点
で
見
た
ほ
う
が
、
地
域
の
本
当
の
価
値
が

見
え
て
く
る
こ
と
も
多
い
の
だ
。
そ
こ
で
私
た
ち

は
、
一
九
九
九
年
よ
り
開
始
し
た
日
本
大
学
理
工

学
部
・
伊
東
孝
研
究
室
に
よ
る
港
湾
調
査
、
お
よ

び
二
〇
〇
〇
年
よ
り
開
始
し
た
東
京
大
学
大
学
院
・

都
市
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
（
西
村
幸
夫
教
授
）
有
志

に
よ
る
町
調
査
に
協
力
。
何
の
史
跡
指
定
も
な
さ

れ
て
い
な
い
近
世
港
湾
施
設
の
価
値
や
、
住
民
さ

え
知
ら
な
い
よ
う
な
町
の
魅
力
や
活
用
法
を
、
彼

ら
の
協
力
の
も
と
客
観
的
か
つ
学
術
的
に
明
ら
か

に
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
二
年
に
至
る
ま

で
、
年
に
一
回
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
で
発
表
し
、
そ
の
価
値
と
重
要
性
を
広

く
訴
え
て
き
た
。

こ
う
し
た
学
術
的
な
検
証
の
積
み
重
ね
は
、
や

が
て
非
常
に
大
き
な
実
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
。

二
〇
〇
〇
年
十
二
月
、
先
に
触
れ
た
東
京
大
学
の

学
生
の
協
力
を
得
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
本
部
を

持
つ
「W

orld M
onum

ent Fund

（
世
界
文
化

遺
産
財
団
：
Ｗ
Ｍ
Ｆ
）」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
、

「
危
機
に
瀕
す
る
文
化
遺
産
リ
ス
ト
一
〇
〇
」
へ
の

登
録
を
申
請
。
翌
二
〇
〇
一
年
十
月
、
鞆
の
文
化

遺
産
価
値
お
よ
び
公
共
事
業
計
画
に
よ
る
危
機
は

世
界
に
認
め
ら
れ
、
エ
ジ
プ
ト
の
「
王
家
の
谷
」

や
中
国
の
「
万
里
の
長
城
」
な
ど
に
並
ん
で
、
そ

の
名
が
刻
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
だ
。
さ
ら
に
、

二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
に
か
け
て
、
世
界

遺
産
を
審
査
す
る
機
関
・
イ
コ
モ
ス
（
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ

Ｏ
Ｓ
：
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
）
が
、「
鞆
の
保
全

と
埋
立
架
橋
の
中
止
を
求
め
る
勧
告
」
を
三
度
も

決
議
。
鞆
を
視
察
し
た
委
員
の
口
か
ら
は
、
世
界

遺
産
の
可
能
性
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
て
鞆
の
価
値
が
明
ら
か
と
な

り
世
界
か
ら
の
評
価
を
得
た
も
の
の
、
肝
心
の
地

元
住
民
に
は
、
そ
の
意
義
が
思
っ
た
ほ
ど
浸
透
し

て
い
か
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
住
民
に
価
値
を
知

ら
し
め
る
た
め
に
も
、
観
光
振
興
を
図
る
上
で
も
、

世
界
遺
産
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
重
要

な
方
向
性
の
一
つ
と
言
え
る
。
し
か
し
、
埋
立
架

橋
推
進
に
固
執
す
る
地
元
行
政
は
、
世
界
的
権
威

の
声
に
全
く
耳
を
貸
す
こ
と
な
く
、
自
ら
そ
の
可

能
性
を
断
ち
切
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

実
際
の
ま
ち
づ
く
り
へ

こ
う
し
た
行
政
の
姿
勢
の
も
と
、
町
で
は
建
物

の
老
朽
化
や
取
り
壊
し
と
い
っ
た
現
実
問
題
が
進

み
、
具
体
的
な
対
処
の
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
二
〇
〇
三
年
六
月
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鞆
ま
ち

づ
く
り
工
房
」
を
設
立
し
た
私
た
ち
は
、「
空
き
家

再
生
」
を
柱
と
し
た
活
動
を
開
始
。
町
の
価
値
を

住
民
に
啓
発
し
て
い
く
段
階
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り

を
実
践
し
て
い
く
段
階
に
移
行
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
鞆
の
一
角
に
あ
る
史
跡
、

「
町
役
人
・
魚
屋
萬
蔵
宅
」
が
売
り
に
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
突
然
知
ら
さ
れ
た
。
所
有
者
の
事
情
で

手
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
の
建
物
は
、
先
に

触
れ
た
一
八
六
七
年
（
慶
応
三
年
）
の
「
い
ろ
は

丸
事
件
」
に
お
い
て
、
坂
本
龍
馬
と
紀
州
藩
が
談

判
を
行
っ
た
舞
台
な
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
何

と
か
こ
の
史
跡
を
保
存
し
た
い
と
、
即
、
市
の
文
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化
課
へ
打
診
し
た
の
だ
が
、
全
く
取
り
合
っ
て
も

ら
え
な
か
っ
た
。
ほ
か
に
も
、
協
力
し
て
く
れ
る

買
い
手
を
探
し
た
が
、
修
復
に
は
多
額
の
費
用
が

か
か
る
た
め
、み
な
手
を
引
い
て
し
ま
っ
た
。
結
局
、

設
立
間
も
な
い
私
た
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
、
協
力
者
よ
り

一
千
百
万
円
の
借
り
入
れ
を
し
て
購
入
し
、
自
費

修
復
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

文
化
財
保
護
の
公
的
支
援
が
一
切
な
い
こ
の
修

復
事
業
は
、
資
金
面
で
は
非
常
に
厳
し
い
の
だ
が
、

全
国
の
賛
同
者
に
よ
る
寄
付
や
資
材
提
供
、
業
者

や
専
門
家
に
よ
る
技
術
提
供
な
ど
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
〇
四
年
五
月
、
先
に
述
べ

た
Ｗ
Ｍ
Ｆ
に
よ
り
事
業
の
意
義
が
認
め
ら
れ
、
設

立
ス
ポ
ン
サ
ー
の
一
つ
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
エ
キ
ス
プ

レ
ス
社
」
よ
り
十
万
ド
ル
の
助
成
も
決
定
。
こ
う

し
て
多
く
の
協
力
を
得
て
進
め
ら
れ
た
こ
の
事
業

は
、
二
〇
〇
七
年
十
一
月
、
四
年
の
長
き
を
経
て

無
事
完
成
を
迎
え
、
今
春
「
御
舟
宿
い
ろ
は
」
と

し
て
出
発
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
「
龍
馬
ゆ
か
り
の
町
家
再
生
事
業
」
の
ほ

か
に
も
、
私
た
ち
は
、
借
り
た
い
人
と
貸
し
た
い
人

を
つ
な
ぐ
「
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
」
に
取
り
組
み
、

再
生
に
挑
む
個
人
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
き
た
。
こ
う
し
た
民
の
力
に
よ
る
町
家
再

生
の
取
り
組
み
は
、
二
〇
〇
五
年
十
月
、「
グ
ッ

ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」
審
査
員
の
高
い
評
価
を
受
け
、

「
二
〇
〇
五
年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
・
中
小
企
業

庁
長
官
特
別
賞
」を
受
賞
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。「
百

年
前
か
ら
の
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
に
現
代
の
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
を
設
け
、
さ
ら
に
百
年
先
に
つ
な
い
で
い
く
も

の
で
あ
る
」「
時
間
の
連
続
性
を
街
に
創
造
し
よ
う

と
し
て
い
る
」
と
し
て
、
一
連
の
再
生
活
動
そ
の

も
の
が
評
価
を
受
け
た
の
だ
。
そ
の
後
も
、
こ
れ

ら
を
皮
切
り
と
し
た
町
家
再
生
は
続
き
、
現
在
ま

で
に
、
鞆
中
心
部
で
は
十
数
軒
も
の
空
き
家
が
よ

み
が
え
っ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
て
町
は
、
町
並

み
が
美
し
く
再
生
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
新
た
な

人
材
や
旅
人
が
呼
び
寄
せ
ら
れ
、
新
し
い
活
気
が

広
が
り
つ
つ
あ
る
。

次
世
代
の
観
光
資
源

そ
ん
な
〇
七
年
一
月
、
鞆
は
、
国
土
交
通
省
所

管
公
益
法
人
「
財
団
法
人
古
都
保
存
財
団
」
等
に

よ
る
「
美
し
い
日
本
の
歴
史
的
風
土
百
選
」
に
選

ば
れ
た
。
こ
れ
は
、
地
域
特
有
の
「
歴
史
的
風
土
」

と
い
う
も
の
を
、
国
民
共
有
の
財
産
と
捉
え
、
守

り
受
け
継
い
で
い
く
た
め
に
広
く
紹
介
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
地
域
の

独
自
性
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
現
在
、
人
々
の
営
み

が
織
り
な
し
て
き
た
生
活
文
化
そ
の
も
の
が
、
観

光
振
興
・
地
域
活
性
の
資
源
と
し
て
重
視
さ
れ
て

き
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
鞆
の
町
に
は
、
こ
の

歴
史
的
風
土
や
生
活
文
化
と
い
っ
た
次
世
代
の
資

源
が
、
至
る
所
に
散
り
ば
め
ら
れ
、〝
い
ぶ
し
銀
〟

の
よ
う
な
魅
力
を
放
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

「
地
域
独
自
の
資
源
」
と
い
う
も
の
は
、
今
や
「
世

界
の
遺
産
」
で
も
あ
り
、
き
ち
ん
と
評
価
し
後
世

へ
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
、
地
域
に
望
ま
れ
る
責

任
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
に
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
ま
つ
い　

ひ
で
こ
）

民の力で再生される「龍馬ゆかりの町家」
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国
際
協
力
の
分
野
に
お
け
る
観
光
振
興

　
  　

―

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）受
託
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら

財
団
法
人
日
本
交
通
公
社　

研
究
員  　
　

渡
邉　

智
彦

現
在
、
国
際
協
力
の
分
野
で
は
観
光
に
対
す
る
期
待

が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

観
光
は
、
外
貨
獲
得
や
雇
用
創
出
と
い
っ
た
経
済
的

な
側
面
だ
け
で
な
く
、
資
源
の
活
用
、
環
境
の
保
全
、

伝
統
文
化
の
継
承
、
人
と
人
と
の
交
流
、
人
材
の
育
成

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
役
割
を
果
た
す
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
。
ま
た
観
光
産
業
は
、
他
産
業
と
比
べ
て
、
必

要
と
さ
れ
る
資
本
や
技
術
が
少
な
く
て
済
む
た
め
、
国

や
地
域
の
経
済
発
展
を
進
め
て
い
く
上
で
取
り
組
み
や

す
い
と
い
う
特
徴
も
あ
る
。
さ
ら
に
世
界
の
国
際
観
光

客
数
は
今
後
飛
躍
的
に
増
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て

お
り（
注
１
）、
国
際
観
光
客
の
消
費
行
動
は
、
先
進
国

の
み
な
ら
ず
、
開
発
途
上
国（
注
２
）の
経
済
に
も
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
二
〇
〇
三
年
に
国
連
の

専
門
組
織
と
な
っ
た「
世
界
観
光
機
関（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）」

で
は
活
動
目
標
の
一
つ
と
し
て
“
観
光
に
よ
る
貧
困
削

減
”
を
掲
げ
て
お
り
、
ま
た
、
二
〇
〇
二
年
に
南
ア
フ

リ
カ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
で
開
催
さ
れ
た
「
持
続
可
能

な
開
発
に
関
す
る
世
界
首
脳
会
議
」
で
は
“
観
光
が
持

続
可
能
な
開
発
の
先
導
的
な
役
割
を
果
た
す
産
業
で
あ

る
こ
と
”
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
観
光
と
国
際
協
力
の

結
び
つ
き
は
、
国
際
社
会
に
お
い
て
も
認
識
さ
れ
始
め

て
き
た
。

わ
が
国
で
は
、
開
発
途
上
国
な
ど
へ
の
国
際
協
力
を

実
施
す
る
機
関
と
し
て
「
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機

構
」（
以
下
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
」）
や
「
国
際
協
力
銀
行
」
な

ど
が
存
在
す
る
が
、
保
健
衛
生
や
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
に
お
け
る
協
力
が
展
開
さ
れ
る
一
方
で
、
観
光

開
発
に
関
連
す
る
取
り
組
み
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
財

団
法
人
日
本
交
通
公
社（
以
下
「
当
財
団
」）で
は
、
こ

こ
数
年
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
、
日
本
国

内
で
蓄
積
し
た
観
光
分
野
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
た
調
査
・
研
修
業
務
を
展
開
し
て
き
た
が
、
本
稿
で

は
こ
れ
ら
の
受
託
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
部
を
紹
介
し
な

が
ら
、
開
発
途
上
国
に
お
け
る
観
光
振
興
の
あ
り
方
に

つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。

途
上
国
の
観
光
開
発
に
お
け
る

　

コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
業
務（
二
〇
〇
三
年
度
）

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
開
発
途
上
国
に
お
け
る
観

光
分
野
の
効
果
的
な
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
、
観
光

振
興
に
か
か
わ
る
知
識
や
情
報
を
体
系
的
に
整
理
し
た

教
材
を
作
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
有
識
者
か
ら
成
る

編
集
委
員
会
（
座
長
：
溝
尾
良
隆
教
授〈
現
・
城
西
国

際
大
学
〉）
が
設
置
さ
れ
、
内
容
や
構
成
な
ど
に
つ
い

て
吟
味
さ
れ
た
結
果
、
三
つ
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
十
五
の

コ
ン
テ
ン
ツ
か
ら
構
成
さ
れ
る
教
材
が
完
成
し
た（
表

１
）。
教
材
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
ご
と
に
「
テ
キ
ス
ト
」

「
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ノ
ー
ト
」（
講
師
の
指
導
要
領
）「
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
資
料
」「
講
義
映
像
」
の
四
種
類
が
用

視点

持
続
可
能
な
観
光
開
発
に

　

対
す
る
期
待
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意
さ
れ
、
学
習
者
の
興
味
や
理
解
、
集
団
学
習
の
目
的

や
参
加
者
の
顔
ぶ
れ
な
ど
に
合
わ
せ
て
、
必
要
な
教
材

を
組
み
合
わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

国
別
特
設・イ
ラ
ン
観
光
振
興
セ
ミ
ナ
ー

　
（
二
〇
〇
四
～
二
〇
〇
八
年
度
）

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
イ
ラ
ン
に
お
け
る
観
光
分
野

の
人
材
育
成
を
目
的
に
、
毎
年
約
十
人
の
研
修
員
を
イ

ラ
ン
か
ら
日
本
に
招
き
、
約
一
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
観

光
の
研
修
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。
当
財
団
で
は
、

二
〇
〇
四
年
度
か
ら
二
〇
〇
八
年
度
ま
で
の
五
カ
年
に

わ
た
っ
て
、
本
研
修
の
受
け
入
れ
実
施
機
関
を
担
当
し

て
い
る
。
四
年
目
と
な
る
二
〇
〇
七
年
度
に
は
、
地
域

に
お
け
る
旅
行
商
品
の
開
発
が
イ
ラ
ン
全
体
の
観
光
の

魅
力
を
高
め
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
研
修
の
全
体

テ
ー
マ
を
「
着
地
型
旅
行
商
品
の
開
発
」
に
設
定
し
た

（
表
２
）。

イ
ラ
ン
国
別
研
修
「
観
光
振
興
」

　

巡
回
指
導
調
査
（
二
〇
〇
七
年
四
月
）

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
過
去
に
実
施
し
た
「
イ
ラ

ン
観
光
振
興
セ
ミ
ナ
ー
」
の
成
果
と
今
後
の
方
向
性
を

検
討
す
る
た
め
、
羽
田
耕
治
教
授
（
横
浜
商
科
大
学
）、

松
下
香
氏
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）、
筆
者
の
三
人
で
構
成
さ
れ

た
調
査
団
が
イ
ラ
ン
を
訪
れ
、
関
係
者
と
の
面
談
、
現

地
セ
ミ
ナ
ー
、
観
光
地
の
視
察
な
ど
を
実
施
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
日
本
か
ら
イ
ラ
ン
ま
で
は
、
直
行
便
（
イ

ラ
ン
航
空
、
週
二
便
）
で
約
十
二
時
間
の
距
離
に
あ
る

が
、
今
回
我
々
は
、
関
西
空
港
か
ら
ド
バ
イ
経
由
で
向

か
う
エ
ミ
レ
ー
ツ
航
空
を
利
用
し
た
。
調
査
は
十
一
日

間
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
我
々

日
本
人
に
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い
イ
ラ
ン
の
観
光
事

情
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

⑴
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
一
級
の
観
光
資
源

大
多
数
の
日
本
人
は
イ
ラ
ン
に
対
し
て
「
砂
漠
と
石

油
の
国
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
が
、
実
際

は
数
多
く
の
歴
史
遺
産
と
多
様
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、

世
界
的
に
見
て
も
一
級
の
観
光
資
源
の
宝
庫
で
あ
る
。

最
初
に
訪
れ
た
首
都
テ
ヘ
ラ
ン
は
、
人
口
約

六
百
五
十
万
人
を
有
す
る
近
代
的
な
大
都
市
で
あ
る
と

同
時
に
、
四
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
脈
の
南
麓
に
位
置
す

る
高
原
都
市
で
も
あ
る
。
我
々
が
訪
れ
た
際
も
美
し
い

残
雪
を
い
た
だ
く
峰
々
を
望
む
こ
と
が
で
き
、
近
郊
に

は
四
つ
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
が
存
在
す
る
。
ま
た
市
内

は
、
中
東
最
大
規
模
の
バ
ザ
ー
ル
が
あ
る
旧
市
街
地
、

急
速
に
近
代
化
さ
れ
た
新
市
街
地
、
山
の
手
の
高
級
住

宅
街
の
大
き
く
三
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
博
物
館
や
宮

殿
、
迷
路
の
よ
う
な
バ
ザ
ー
ル
な
ど
を
歩
け
ば
、
ペ
ル

シ
ャ
の
歴
史
と
伝
統
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
訪
れ
た
イ
ラ
ン
中
南
部
の
都
市
エ
ス
フ
ァ

ハ
ー
ン
は
、
か
つ
て
は
「
世
界
の
半
分
」
と
た
た
え
ら

れ
る
ほ
ど
の
繁
栄
を
極
め
た
イ
ラ
ン
の
首
都
で
、
世
界

遺
産
「
エ
マ
ー
ム
広
場
」
を
中
心
に
広
が
る
壮
麗
な
町

並
み
に
は
、
当
時
の
洗
練
さ
れ
た
文
化
的
な
雰
囲
気
が

今
も
残
っ
て
い
る
。
京
都
の
鴨
川
を
思
い
起
こ
さ
せ
る

美
し
い
川
が
町
中
を
流
れ
、
整
然
と
区
画
さ
れ
た
沿
道

に
は
豊
か
な
樹
木
が
立
ち
並
ぶ
。
ま
た
我
々
が
宿
泊
し

た
「
ア
ッ
バ
ー
シ
ー
ホ
テ
ル
」（
五
つ
星
ホ
テ
ル
）
は
、

約
三
百
年
前
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
サ
ラ
イ
（
隊
商
宿
）
を
そ

の
ま
ま
利
用
し
た
文
化
遺
産
で
あ
り
、
美
し
い
中
庭
を

モジュール コンテンツ

1

日本市場を
ターゲットにした
マーケティングと
プロモーション

第１回 日本人のレジャーとレジャー産業
第２回 日本人海外旅行の実態
第３回 旅行業と旅行商品
第４回 航空産業の概要と日本人海外旅行

第５回 日本人旅行者誘致のための
デスティネーション・マーケティング

2 観光地の開発と
地域振興

第６回 観光統計と観光経済波及効果
第７回 観光資源の発掘とその評価手法
第８回 日本の観光地の特徴と歴史
第９回 日本の宿泊業界とホスピタリティー

第 10 回 温泉に対するニーズと温泉地の動向
第 11回 観光人材育成と観光地における受け入れ態勢

3 観光政策と法律・
制度・統計

第 12 回 日本の観光政策と行政の変遷
第 13 回 交通基盤施設と観光
第 14 回 日本における国土開発・国土利用と観光
第 15 回 観光関連法の概要

表１　「途上国の観光開発におけるコンテンツ開発業務」テーマ一覧
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取
り
囲
む
瀟
洒
な
建
物
、
歴
史
的
な
装
飾
品
に
彩
ら
れ

た
豪
華
な
内
装
な
ど
、
世
界
最
高
級
の
ホ
テ
ル
の
一
つ

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

イ
ラ
ン
中
央
に
位
置
す
る
都
市
ヤ
ズ
ド
は
、
美
し
い

モ
ス
ク
と
日
干
し
レ
ン
ガ
の
建
造
物
が
立
ち
並
ぶ
沙
漠

都
市
で
、
か
つ
て
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
も
こ
の
場
所
を
訪
れ

た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
旧
市
街
地
は
迷
路
の
よ
う
に

入
り
組
ん
で
お
り
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
が
建
造
し

た
牢
獄
、ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
（
拝
火
教
）
の
寺
院
な
ど
、

数
々
の
歴
史
建
造
物
を
眺
め
な
が
ら
町
を
そ
ぞ
ろ
歩
く

と
、
ま
る
で
古
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
錯

覚
に
襲
わ
れ
る
。

ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
に
位
置
す
る
バ
ン
ダ
レ
ア
ッ
バ
ー
ス

は
、
開
放
的
な
雰
囲
気
の
港
町
で
、
沖
合
に
あ
る

キ
ー
シ
ュ
島
や
ケ
シ
ム
島
を
訪
れ
れ
ば
、
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
や
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
も
で

き
る
。
人
々
の
風
貌
も
イ
ラ
ン
内
陸
部
と
は
大
き
く
異

な
り
、
浅
黒
い
顔
立
ち
を
し
た
人
が
大
半
を
占
め
、
女

性
は
赤
や
黒
の
仮
面
を
か
ぶ
り
華
や
か
な
チ
ャ
ド
ル

（
シ
ョ
ー
ル
）
に
身
を
包
ん
で
い
る
。

ま
た
今
回
我
々
は
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

が
、
北
部
の
カ
ス
ピ
海
沿
岸
は
美
し
い
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
た
リ
ゾ
ー
ト
地
で
、
日
本
の
農
村
と
見
紛
う
田
園

風
景
や
温
泉
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
。
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
で
有
名
な
湿
地
帯
ラ
ム
サ
ー
ル
は
、
カ
ス
ピ
海
沿

岸
に
存
在
す
る
。

⑵
観
光
客
の
受
け
入
れ
態
勢

こ
の
よ
う
に
多
種
多
様
な
観
光
資
源
を
持
つ
イ
ラ

ン
だ
が
、
観
光
客
の
受
け
入
れ
態
勢
と
い
う
点
で
は
い

く
つ
か
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

第
一
に
、
観
光
資
源
の
見
せ
方
や
楽
し
ま
せ
方
な

ど
、
資
源
の
活
用
方
法
が
全
般
的
に
不
十
分
で
あ
る
。

旅
行
者
に
対
す
る
情
報
提
供
の
充
実
（
各
種
案
内
表

表２　「2007 年度国別特設・イラン観光振興セミナー」カリキュラム概要

Ⅰ 来日 来日
Ⅱ オリエンテーション等 プログラム・オリエンテーション、講義「日本に関する基礎情報」等

Ⅲ 導入
講義「着地型旅行商品 概観」
視察「イランから見た日本市場の現状と展望」（イラン航空）
研修員発表「問題意識・研修への期待」「イランの観光資源と旅行商品」

Ⅳ ケーススタディーに学ぶ
着地型旅行商品の開発

講義「観光資源の把握と旅行商品化に向けた活用」
視察「都市型旅行商品の開発」（はとバス）、「温泉地型旅行商品の開発」

（湯河原）、「都市近郊型旅行商品の開発」（佐原）

Ⅴ 旅行会社と旅行商品
講義「旅行商品パッケージ化へ向けた取り組み」
視察「旅行会社と旅行商品の開発」（西遊旅行）、「多様な旅行商品の提

供と顧客ニーズの把握」（JTB ロイヤルロード銀座）

Ⅵ 観光客の
受け入れ態勢整備

講義「観光情報の提供」、「受け入れ基盤施設の整備と観光交通」
視察「宿泊施設の整備とホテルの人材育成」（京王プラザホテル）、

「観光産業における人材育成」（JTB 能力開発）

Ⅶ 観光マーケティング
とプロモーション

講義「ニュージーランド政府観光局の取り組み」、
「デスティネーション・マーケティング」

視察「ドイツ政府観光局の取り組み」

Ⅷ 着地型旅行商品の
作成（１）

研修中間総括
ワークショップ「着地型旅行商品の作成」

Ⅸ 観光行政と観光産業 講義「日本政府における観光行政と VJC への取り組み」（国土交通省）、
「JATA の役割と活動内容」（社団法人日本旅行業協会）

Ⅹ 視察旅行

「地域における着地型旅行商品の開発（軽井沢・飯山）」
－講義「( 株 ) ピッキオの取り組み」、

「飯山の風景づくりとウェルカムプラン」
－視察「星野リゾート」、「なべくら高原　森の家」、

「道の駅 オアシスおぶせ」
－ツアー体験「野鳥の森ネイチャーウオッチング」
－宿泊（星野リゾート、文化北竜館）

ⅩⅠ 着地型旅行商品の
作成（2）

講義「着地型旅行商品の作成」
ワークショップ「着地型旅行商品の作成」、「観光ポスターの作成」

ⅩⅡ 研修の総括
講義「観光セクターの開発に対する JICA 協力の方向性」
研修員発表「着地型旅行商品案」「帰国後に取り組む活動内容」

ⅩⅢ 評価会・閉講式等 評価会、閉講式、送別会
ⅩⅣ 帰国 帰国
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示
や
ガ
イ
ド
な
ど
）、
多
様
な
ツ
ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
発
が
望
ま
れ
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
食
事
の
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
も
充
実
す
べ
き
で
あ
る
。

二
点
目
は
、
観
光
資
源
の
管
理
が
不
十
分
な
こ
と
で

あ
る
。
野
ざ
ら
し
に
さ
れ
た
貴
重
な
観
光
資
源
を
い
く

つ
も
目
に
し
た
が
、
資
源
の
評
価
と
適
正
な
管
理
が
求

め
ら
れ
る
。

三
点
目
は
、
特
に
ホ
テ
ル
の
従
業
員
に
見
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
観
念
の
欠
如
で
あ
る
。
イ
ラ
ン
人
は
非
常
に

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
あ
ふ
れ
た
民
族
だ
が
、
対
価
に

対
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
意
識
が
乏
し

い
。
業
界
全
体
で
人
材
育
成
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

四
点
目
は
、
施
設
の
老
朽
化
と
不
足
で
あ
る
。
ホ
テ

ル
の
老
朽
化
が
進
み
、
ま
た
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
数
が

不
足
し
て
い
る
。

五
点
目
は
、
イ
ス
ラ
ム
社
会
に
お
け
る
宗
教
上
の

ル
ー
ル
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
禁
酒
や
女
性
の
服
装

制
限
（
ス
カ
ー
フ
着
用
な
ど
）
は
、
旅
行
者
の
行
動
の

足
か
せ
と
な
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
ト
ラ
ベ

ラ
ー
ズ
チ
ェ
ッ
ク
が
利
用
で
き
な
い
、
英
語
が
通
じ
に

く
い
と
い
っ
た
課
題
も
見
ら
れ
る
。

⑶
イ
ラ
ン
に
お
け
る
観
光
振
興
の
意
義

現
在
イ
ラ
ン
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
は
、
ア
ゼ

ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
や
ト
ル
コ
な
ど
の
周
辺
諸
国
が
大
多
数

を
占
め
、
欧
米
や
日
本
か
ら
の
旅
行
者
は
わ
ず
か
で
あ

る（
注
３
）。
こ
れ
は
、
イ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
政
治
的
な

問
題
だ
け
が
取
り
ざ
た
さ
れ
、
観
光
に
関
す
る
情
報
が

ほ
と
ん
ど
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
最
大
の
原
因
で
あ

ろ
う
。
観
光
は
イ
メ
ー
ジ
産
業
で
あ
り
、
平
和
産
業
で

も
あ
る
。
実
際
の
イ
ラ
ン
は
、
イ
ラ
ク
や
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
と
の
国
境
地
帯
を
除
け
ば
比
較
的
治
安
の
良
い
国

で
あ
る
が
、
観
光
を
通
じ
て
国
家
の
正
し
い
姿
や
魅
力

を
発
信
す
る
こ
と
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る
孤
立
と
い

う
事
態
を
避
け
る
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
。
国
の
イ

メ
ー
ジ
を
高
め
、
草
の
根
レ
ベ
ル
の
交
流
を
活
発
化
さ

せ
る
こ
と
で
、国
家
間
の
相
互
理
解
も
深
ま
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
観
光
の
語
源
は
「
国
の
光
を
観
せ
る
」
こ

と
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
イ
ラ
ン
は
、
ア
ジ
ア
に

も
欧
米
に
も
な
い
独
自
の
文
化
、
人
類
の
歴
史
に
お
い

て
重
要
な
意
味
を
持
つ
遺
産
、
陽
気
で
お
も
て
な
し
上

手
な
国
民
性
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
光
に
満
ち
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
「
国
の
光
」
を
曇
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
国
の

発
展
と
国
民
の
幸
せ
に
観
光
が
寄
与
し
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
や
ま
な
い
。

（
わ
た
な
べ　

と
も
ひ
こ
）

バンダリーの仮面の女性

沙漠都市ヤズド

アッバーシーホテル

注
１
：
二
〇
〇
五
年
に
は
過
去
最
高
の
八
億
六
百
万
人
に

達
し
、
二
〇
二
〇
年
に
は
約
十
六
億
人
に
増
加
す

る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
（
出
典
・「
世
界
観
光
機

関
」）。

注
２
：
人
口
一
人
当
た
り
の
所
得
水
準
が
特
に
低
く
、
第

一
次
産
業
の
比
重
が
高
い
な
ど
、
国
の
発
展
の
程

度
を
示
す
さ
ま
ざ
ま
な
指
標
の
水
準
が
低
い
国
を

表
す
。

注
３
：
二
〇
〇
二
年
の
外
国
人
旅
行
者
数
は
約
百
六
十
万

人
、
主
な
旅
行
目
的
は
宗
教
施
設
の
訪
問
や
買
い

物
な
ど
。
欧
米
最
多
の
ド
イ
ツ
は
約
一
万
五
千
人
、

日
本
は
七
千
人
程
度
。
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Ｊ
Ｒ
近
江
八
幡
駅
前
か
ら
北
西
に
の
び
る
大
通

り
に
は
、点
々
と
石
づ
く
り
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
あ
っ
て
、

「
ぶ
ー
め
ら
ん
通
り
」
の
名
が
つ
い
て
い
る
。
こ
う

い
っ
た
こ
と
は
よ
く
あ
る
が
、バ
ス
停
二
つ
目
が「
官

庁
街
通
り
」。
交
叉
し
た
広
い
道
沿
い
に
市
役
所
を

は
さ
ん
で
税
務
署
と
警
察
署
、
あ
い
だ
に
文
化
会

館
。
向
か
い
は
保
健
所
、市
民
病
院
、商
工
会
議
所
。

さ
ら
に
郵
便
局
と
保
健
セ
ン
タ
ー
。

「
官
庁
街
」の
名
に
偽
り
は
な
い
。「
街
」を
ち
ょ
っ

ぴ
り
行
き
来
す
る
だ
け
で
、
市
民
生
活
に
必
要
な

手
続
き
が
す
べ
て
す
ま
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
め
っ

た
に
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
進
む
と
、
少
し
ず
つ
辺
り
の
雰
囲
気
が

変
わ
っ
て
く
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鉄
骨
と
ガ
ラ

ス
と
合
板
の
建
物
に
代
わ
り
、
黒
い
瓦
、
白
い
壁
、

土
塀
つ
き
の
家
が
あ
ら
わ
れ
、
気
が
つ
く
と
同
じ

道
路
が
「
小
幡
町
通
り
」
と
名
が
か
わ
っ
て
い
る
。

た
め
し
に
右
に
折
れ
て
進
ん
で
い
く
と
、
新
町

通
り
、魚
屋
町
通
り
、為い
し
ん心
町
通
り
、仲
屋
町
通
り
、

永
原
町
通
り
。
ど
の
通
り
も
「
町
」
の
一
字
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
か
つ
て
は
ま
と
ま
っ

た
町
筋
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「
近
江
八
幡
は
飲
ん
で
騒
い
で
楽
し
め
る
観
光
地

で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

当
市
観
光
物
産
協
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
書
き

出
し
。
ピ
シ
リ
と
観
光
客
を
た
し
な
め
た
ぐ
あ
い

だ
。「
自
然
の
恵
み
や
先
人
達
が
創
り
だ
し
た
風
景

や
文
化
、今
現
在
生
活
を
営
む
人
々
が
重
な
り
合
っ

て
醸
し
出
す
『
風
情
』
が
輝
く
地
域
で
す
」。

ど
う
か
、
こ
の
「
静
か
で
小
さ
な
町
に
流
れ
て

い
る
時
間
」
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
だ
が
、

つ
ま
り
は
言
外
に
告
げ
て
あ
る
。
飲
ん
で
騒
ぎ
た

が
る
人
は
お
断
わ
り
。
そ
し
て
四
頁
に
わ
た
り
歴

史
、
見
ど
こ
ろ
、
名
産
な
ど
が
要
領
よ
く
ま
と
め

て
あ
っ
て
、
最
後
に
添
え
ら
れ
た
ひ
と
こ
と
が
ま

た
秀
抜
だ
。

「
当
観
光
資
料
は
、
市
、
協
会
、
会
員
が
、
近
江

八
幡
の
魅
力
を
多
く
の
方
に
伝
え
よ
う
と
作
成
し

ま
し
た
。
完
成
ま
で
に
、
多
く
の
時
間
と
お
金
（
一

部
十
円
／
三
十
万
部
）
を
か
け
た
大
切
な
物
な
の

で
大
事
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」

い
ま
ひ
と
た
び
の
ピ
シ
リ
で
あ
る
。
観
光
案
内

所
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
見
つ
け
る
と
手
当
り
し
だ
い

に
つ
か
み
と
り
、
ろ
く
す
っ
ぽ
読
み
も
し
な
い
で

屑
箱
に
投
げ
捨
て
て
い
く
。
観
光
地
の
い
た
る
と

こ
ろ
で
見
か
け
る
光
景
だ
が
、
観
光
客
と
い
う
こ

と
で
大
目
に
み
ら
れ
て
い
る
。
あ
ら
た
め
て
そ
れ

を
キ
ッ
パ
リ
と
た
し
な
め
た
。

い
っ
ぺ
ん
に
こ
の
町
が
好
き
に
な
る
。
じ
っ
く

り
積
み
上
げ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、
そ
れ
が
脈
々

と
生
き
て
い
る
。
お
の
ず
と
「
今
現
在
生
活
を
営

む
人
々
」
の
暮
ら
し
が
あ
っ
て
、
そ
の
暮
ら
し
と

共
存
し
て
の
観
光
地
な
の
だ
。
暮
ら
し
を
乱
し
た

り
脅お

び
やか

す
よ
う
で
あ
れ
ば
、
来
て
い
た
だ
か
な
く

風
景
づ
く
り―

滋
賀
県
・
近
江
八
幡
市

連載 Ⅰ
あの町この町

第25 回

ド
イ
ツ
文
学
者
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト  　

池
内　

紀

（
イ
ラ
ス
ト
＝
著
者
）
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て
も
か
ま
わ
な
い
。
一
枚
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
凛
と

し
た
自
信
と
自
負
と
誇
り
が
こ
も
っ
て
い
る
。
全

国
広
し
と
い
え
ど
も
、
こ
れ
は
ま
ず
も
っ
て
な
い

こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

近
江
八
幡
か
ら
西
四
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に
安
土
城

跡
が
あ
る
。
知
ら
れ
る
よ
う
に
本
能
寺
の
変
で
織

田
信
長
を
失
い
、
安
土
城
下
は
主
の
い
な
い
町
に

な
っ
た
。

天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）、
豊
臣
秀
次
は
近
江

の
八
幡
山
に
城
を
造
り
、町
づ
く
り
に
取
り
か
か
っ

た
。
秀
吉
の
甥
に
あ
た
り
、
養
子
と
し
て
関
白
を

授
け
ら
れ
た
。
無
双
の
権
力
者
の
後
継
者
で
あ
っ

て
、
同
じ
こ
と
な
ら
そ
の
う
し
ろ
循
を
た
の
む
の

が
い
い
。
安
土
城
下
の
商
人
や
職
人
が
続
々
と
八

幡
城
下
に
移
っ
て
き
た
。

革
命
児
信
長
は

「
楽
市
楽
座
」
を
導

入
し
た
こ
と
で
も
知

ら
れ
て
い
る
。
中
世

以
来
の
商
域
、
ま
た

同
業
ギ
ル
ド
に
あ
た

る
「
座
」
に
加
わ
ら

ず
と
も
自
由
に
商
い

が
で
き
る
。
安
土
城

下
の
試
み
が
、
八
幡

城
下
で
採
用
さ
れ
、

実
践
さ
れ
た
。
当
地

が
近
江
商
人
発
祥
地

の
一
つ
と
な
っ
た
理

由
で
あ
る
。

秀
次
は
も
う
一
つ

重
要
な
こ
と
を
実
現

し
た
。
流
通
の
た
め

の
手
段
で
あ
っ
て
、

琵
琶
湖
の
水
を
運
河

で
引
い
て
、
八
幡
山

の
西
に
ひ
ろ
が
る
西

八幡堀
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の
湖
と
結
ば
せ
た
。
全
長
約
五
キ
ロ
の
水
の
帯
が

山
裾
を
め
ぐ
る
。
そ
れ
は
城
に
は
内
堀
と
な
り
、

町
に
は
水
運
と
な
る
。
あ
わ
せ
て
掟
を
発
令
し
、

湖
上
運
航
の
船
は
す
べ
て
一
度
は
八
幡
浦
に
寄
る

こ
と
を
義
務
づ
け
た
。
関
白
さ
ま
の
威
光
で
あ
っ

て
、
北
陸
と
京
を
結
ぶ
船
は
こ
と
ご
と
く
運
河
づ

た
い
に
八
幡
の
町
中
へ
と
入
っ
て
き
た
。

八
幡
浦
は
「
八
幡
堀
」
と
名
を
か
え
て
今
も
健

在
で
あ
る
。
昔
な
が
ら
の
石
組
み
が
水
を
た
た
え
、

石
段
の
上
に
豪
壮
な
土
蔵
や
倉
が
見
え
る
。

堀
に
う
つ
る
白
壁
や
土
蔵
の
た
た
ず
ま
い
は
写

真
や
ポ
ス
タ
ー
で
お
な
じ
み
だ
が
、
観
光
物
産
協

会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
説
明
は
、
ひ
と
味
も
ふ
た
味

も
ち
が
う
の
だ
。近
江
商
人
活
動
の
原
動
力
と
な
っ

た
運
河
が
昭
和
三
十
年
以
後
の
高
度
成
長
期
に
入

る
と
す
っ
か
り
忘
れ
ら
れ
、
堀
に
ヘ
ド
ロ
が
た
ま

り
、
や
が
て
埋
め
立
て
の
話
が
ま
と
ま
っ
て
国
の

予
算
も
つ
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

そ
の
と
き
市
民
の
あ
い
だ
か
ら
「
埋
め
た
瞬
間

か
ら
後
悔
が
始
ま
る
」
の
声
が
出
て
、
青
年
会
議

所
が
中
心
に
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
清
掃
と
復

元
作
業
が
始
ま
っ
た
。
ま
た
ね
ば
り
強
く
国
と
交

渉
し
て
、
遂
に
予
算
返
上
に
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
。

「
今
日
で
も
各
種
団
体
に
よ
る
清
掃
活
動
が
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
」

町
を
歩
い
て
い
る
と
、
あ
ち
こ
ち
で
目
に
す
る
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ほ
っ
と
は
う
す
」

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

保
育
所
ア
イ
ラ
ン
ド
」

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

日
野
川
を
見
守
る
会
」

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

次
世
代
の
家
と
社
会
を
つ
く
る
会
」

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
精
神
継
承
委
員
会
」

…
…
…
…
…

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
手
伝
っ
て
い
た
り
、
保
育
所
の

裏
方
を
つ
と
め
た
り
、
川
と
森
づ
く
り
の
拠
点
に

な
っ
た
り
、
住
宅
と
教
育
の
か
か
わ
り
を
話
し
合
っ

た
り
、
近
江
八
幡
ゆ
か
り
の
建
築
家
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の

研
究
会
を
つ
づ
け
た
り―

。「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

秀
次

倶
楽
部
」
と
い
う
の
も
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
の
町

の
生
み
の
親
で
あ
り
、
秀
吉
に
実
子
秀
頼
が
生
ま

れ
た
た
め
高
野
山
で
切
腹
を
命
じ
ら
れ
た
悲
運
の

武
将
に
ち
な
ん
で
い
る
。

「
事
業
名　

秀
次
物
語
を
琵
琶
演
奏
と
紙
芝
居

に
し
た
発
表
会
」

新
し
い
歌
曲
と
芝
居
づ
く
り
の
た
め
に
同
好
の

士
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
古

い
町
に
は
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
る
気
風
が

み
な
ぎ
り
、
行
政
が
ま
た
そ
れ
を
背
後
か
ら
支
援

し
て
い
る
ら
し
い
の
だ
。

「
八
幡
酒
蔵
工
房
」
に
矢
印
が
つ
い
て
い
て
、「
ご

自
由
に
ど
う
ぞ
」
と
あ
る
。
な
に
げ
な
く
矢
印
に

つ
い
て
い
く
と
、
酒
蔵
の
一
角
が
工
房
風
に
な
っ
て

い
て
、
親
子
二
十
人
ち
か
く
が
ワ
ラ
仕
事
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ベ
テ
ラ
ン
の
指
導
の
も
と
に
ワ
ラ

を
な
っ
て
、
細
工
物
に
仕
上
げ
て
い
く
。
全
員
が

か
な
り
の
腕
前
で
、
仕
上
が
り
品
が
並
ん
で
い
た
。

か
た
わ
ら
に
は
休
憩
の
と
き
の
お
た
の
し
み
に
、

鍋
で
何
や
ら
つ
く
っ
て
い
る
人
。

ポ
ス
タ
ー
に
は
工
房
の
事
業
と
し
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
事
業
、
ブ
ラ
ン
ド
工
芸
事
業
、
カ
フ
ェ

事
業
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
事
業
、
週
末
市
事
業
が
掲
げ

て
あ
る
。
ワ
ラ
細
工
は
ど
う
や
ら
ブ
ラ
ン
ド
工
芸

事
業
に
あ
た
る
ら
し
い
。
ブ
ラ
ン
ド
と
い
う
と
、

す
ぐ
に
エ
ル
メ
ス
や
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
や
ブ
ル
ガ
リ

を
連
想
す
る
が
、
ワ
ラ
細
工
も
ま
た
立
派
な
オ
リ

ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
工
芸
と
い
う
も
の
だ
。
中
心
に

な
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
が
た
が
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
て
い

る
。
ポ
ス
タ
ー
に
あ
る
「
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
パ

ワ
ー
結
集
！！
」
の
二
つ
の
！！
そ
の
も
の
と
い
っ
た

感
じ
だ
。

な
に
や
ら
元
気
を
も
ら
っ
た
ぐ
あ
い
で
、
い
そ

い
そ
と
古
風
な
家
並
み
を
た
ど
っ
て
い
る
と
、
格

子
の
戸
口
の
わ
き
に
小
さ
な
窓
が
し
つ
ら
え
て

あ
っ
て
、
ツ
ル
を
描
い
た
焼
き
物
が
二
つ
納
ま
っ
て

い
る
。
絵
柄
、
色
つ
や
、
大
き
さ
が
な
ん
と
も
い

い
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て
い
る
。
上
に
ワ
ー
プ
ロ
の
一

文
が
貼
っ
て
あ
っ
て
、
窯
を
始
め
て
以
来
、
念
願

と
し
て
い
た
も
の
が
や
っ
と
で
き
た
旨
の
こ
と
が

述
べ
て
あ
る
。

制
作
者
の
よ
ろ
こ
び
を
共
に
し
て
い
る
こ
こ
ち

で
な
が
め
て
い
る
と
、
自
転
車
で
通
り
か
か
っ
た

お
じ
さ
ん
が
、
や
お
ら
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
。
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「
い
い
も
の
で
し
ょ
う
」

「
い
い
も
の
で
す
ネ
」

お
じ
さ
ん
に
よ
る
と
、
遠
慮
せ
ず
に
中
に
入
れ

ば
よ
ろ
し
い
。
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
、
い
い
も
の
を

見
せ
て
も
ら
え
る
。

と
は
い
え
ア
カ
の
他
人
が
前
ぶ
れ
も
な
し
に
押

し
入
る
の
は
、
は
ば
か
ら
れ
る
。
丁
寧
に
礼
を
い
っ

て
、
ま
た
ひ
と
し
き
り
ブ
ラ
ブ
ラ
歩
き
。

「
霜
月
頭
開
店　

尾
賀
商
店
」

何
の
店
と
も
つ
か
な
い
が
開
店
し
た
て
と
見

え
る
。
足
を
と
め
て
引
き
戸
ご
し
に
な
が
め
て
い

る
と
、
中
か
ら
若
い
人
に
ど
う
ぞ
ど
う
ぞ
と
招
か

れ
た
。

「
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
家
達
が
集
い
、
こ
こ
に

セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
兼Gallery

『
尾
賀
商
店
』
が

誕
生
し
ま
し
た
」

砂
糖
問
屋
だ
っ
た
の
が
廃
屋
化
し
て
い
た
。
そ

れ
を
あ
ざ
や
か
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、
楽
し
い

「
商
店
」
に
つ
く
り
変
え
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
照
明
器

具
、
ハ
ン
コ
と
書
、
オ
ブ
ジ
ェ
と
器
、
ギ
ャ
レ
リ
ー
、

珈
琲
店
。
昔
は
前
垂
れ
に
セ
ッ
タ
の
番
頭
さ
ん
が

す
わ
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
モ
カ
の
浅
煎
り
珈
琲

を
い
た
だ
い
た
。
メ
ン
バ
ー
は
全
員
三
十
代
。
年

間
通
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
あ
る
。

モ
ッ
ト
ー
ら
し
い
の
が
目
に
と
ま
っ
た
。

「
毎
日
を
素
敵
に
す
る
も
の　

素
敵
な
も
の
を　

た
の
し
み
な
が
ら
作
れ
た
ら
幸
せ
！
」

鼻
先
で
珈
琲
の
香
を
味
わ
い
な
が
ら
、
こ
よ
な

く
幸
せ
な
気
分
に
な
っ
た
。

滋
賀
県
の
近
江
八
幡
市
は
い
ま
、
全
国
で
も
っ

と
も
注
目
す
べ
き
町
づ
く
り
を
続
け
て
い
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
琵
琶
湖
の
東
南
岸
に
あ
っ
て
、

湖
畔
は
低
地
帯
で
あ
り
水
路
が
走
っ
て
い
る
。
そ

の
南
は
「
在
郷
町
」
と
よ
ば
れ
る
旧
城
下
町
、
周

辺
に
は
肥
沃
な
水
田
地
帯
が
ひ
ろ
が
り
、
さ
ら
に

南
は
旧
中
山
道
宿
場
町
。

ふ
つ
う
市
に
は
土
木
建
設
課
が
置
か
れ
て
い
る

が
、
近
江
八
幡
に
は
、
都
市
・
風
景
づ
く
り
課
が

べ
つ
に
あ
る
。
同
課
発
行
の
計
画
概
要
版
に
「
風

景
づ
く
り
の
取
り
組
み
経
過
」
が
ま
と
め
て
あ
る
。

四
十
年
あ
ま
り
前
の
「
八
幡
堀
修
景
保
存
運
動
」

が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
風
景
は
残
さ
れ
、
伝
え

ら
れ
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
住
人
が
積
極
的

に
関
与
し
て
つ
く
る
も
の
。
関
与
す
る
か
ら
に
は

考
え
と
計
画
が
な
く
て
は
な
ら
ず
、
つ
ま
り
風
景

は
思
想
に
か
か
わ
っ
て
く
る
。

「
近
江
八
幡
風
景
づ
く
り
条
例
策
定
懇
談
会
」

「
風
景
づ
く
り
条
例
に
基
づ
く
風
景
づ
く
り
委
員
会
」

「
近
江
八
幡
風
景
計
画
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」

平
成
十
年
代
に
な
っ
て
急
ピ
ッ
チ
に
活
動
が
高

ま
っ
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

「
平
成
十
八
年
一
月　

文
化
財
保
護
法
に
基
く
重

要
文
化
的
景
観
に
選
定
」（
全
国
第
一
号
）

こ
れ
見
よ
が
し
に
吹
聴
せ
ず
、
カ
ッ
コ
し
て
小

さ
く
「
全
国
第
一
号
」
を
添
え
る
と
こ
ろ
が
奥
ゆ

か
し
い
。
こ
こ
で
は
「
風
景
資
産
」
と
い
う
言
葉

が
使
わ
れ
て
い
る
。
先
祖
か
ら
受
け
継
い
で
き
た

資
産
で
あ
れ
ば
、
自
分
た
ち
の
代
で
使
い
は
た
し

た
り
売
り
渡
し
た
り
せ
ず
、
次
の
代
に
残
し
て
い

く
。
よ
り
ゆ
た
か
に
し
て
受
け
渡
す
。

水
郷
風
景
ゾ
ー
ン
、
田
園
風
景
ゾ
ー
ン
、
伝
統

的
風
景
ゾ
ー
ン
、
市
街
化
風
景
ゾ
ー
ン
、
街
道
風

景
ゾ
ー
ン
と
、
区
域
の
性
格
に
よ
っ
て
構
成
要
素

を
考
え
、
そ
の
特
徴
、
成
り
立
ち
、
集
落
の
あ
り

方
に
わ
た
り
、景
観
の
目
標
イ
メ
ー
ジ
を
追
求
す
る
。

近
江
八
幡
市
の
行
き
方
が
優
れ
て
い
る
の
は
、

条
例
を
定
め
る
一
方
で
、
た
え
ず
市
民
の
理
解
と

協
力
を
求
め
て
き
た
こ
と
だ
。
実
状
は
む
し
ろ
逆

で
あ
っ
て
、
市
民
の
自
主
的
な
風
景
づ
く
り
に
行

政
が
つ
い
て
き
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
う
い
え
ば
風
景
づ
く
り
の
三
本
柱
の
第
一
に
、

「
市
民
の
自
主
的
な
風
景
づ
く
り
の
協
定
制
度
」
が

掲
げ
て
あ
る
。
た
と
え
小
さ
な
取
り
組
み
で
あ
れ
、

町
内
が
ひ
と
ま
と
ま
り
で
申
請
す
る
と
、
風
景
づ

く
り
協
定
地
区
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
由
緒
あ
る

建
物
と
い
っ
た
も
の
が
な
く
て
も
い
い
。「
日
常
で

何
気
な
し
に
接
し
て
い
る
風
景
」
で
あ
っ
て
い
い

の
だ
。
心
が
な
ご
み
、
季
節
を
感
じ
、
小
声
で
自

慢
で
き
る
風
景
こ
そ
大
切
だ
。
こ
こ
に
も
凛
と
し

た
思
想
が
見
て
と
れ
る
。
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区
域
に
横
紙
破
り
が
出
て
き
て
、

風
景
を
ブ
チ
こ
わ
し
か
ね
な
い
場
合

は
ど
う
す
る
か
？　

地
域
内
で
悶
着

を
起
こ
す
と
、
な
お
の
こ
と
解
決
が

難
し
い
。

「
市
民
の
自
主
的
な
風
景
づ
く
り

に
対
す
る
支
援
」

三
本
柱
の
一
つ
に
入
っ
て
い
る
。

実
務
に
た
ず
さ
わ
っ
て
き
た
人
の
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
に
ち
が

い
な
い
。
厄
介
ご
と
に
な
り
そ
う
な

と
き
こ
そ
行
政
の
出
番
で
あ
る
。「
風

景
づ
く
り
推
進
室
」
が
相
談
や
仲
介

に
あ
た
り
、
必
要
と
な
れ
ば
専
門
的

な
学
識
経
験
者
に
ひ
と
肌
ぬ
い
で
も

ら
う
。

旧
来
を
受
け
継
い
で
守
る
だ
け
で

は
風
景
は
つ
く
れ
な
い
。そ
こ
に
日
々

の
暮
ら
し
が
あ
っ
て
こ
そ
、
よ
り
快

適
な
日
常
を
風
景
が
保
証
す
る
。
こ
れ
を
築
く
た

め
に
は
、
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
と
が
調
和
あ

る
関
係
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
近
江
八
幡
市
の

都
市
・
風
景
づ
く
り
課
は
、
古
い
建
物
の
補
修
の

場
合
の
高
さ
を
は
じ
め
、
屋
根
の
勾
配
、
色
、
素

材
に
も
基
準
を
設
け
た
。新
築
は
も
と
よ
り
で
あ
っ

て
、
高
さ
は
十
メ
ー
ト
ル
を
越
え
ず
、
地
上
二
階

以
下
が
原
則
。
屋
根
は
「
和
風
感
の
あ
る
瓦
、
又

は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
」。
外
観
に
は
木
、
土
、
ヨ

シ
な
ど
の
自
然
素
材
を
用
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

都
市
で
は
ご
く
ふ
つ
う
の
「
風
景
形
成
基
準
」
が
、

わ
が
国
で
こ
れ
ほ
ど
し
っ
か
り
打
ち
出
さ
れ
た
の

は
初
め
て
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

建
築
家
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
旧
制
商
業
学
校
の
英
語

教
師
と
し
て
来
日
し
た
。
教
師
を
退
い
た
あ
と
、

キ
リ
ス
ト
教
精
神
を
足
場
に
し
て
新
し
い
家
づ
く

り
、
学
校
づ
く
り
、
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
の
輸
入
販

売
な
ど
、「
よ
り
快
適
な
暮
ら
し
」
の
支
援
に
生
涯

を
捧
げ
た
。
太
平
洋
戦
争
に
際
し
て
大
半
の
外
国

人
が
日
本
を
去
っ
た
と
き
も
、
近
江
八
幡
の
地
に

と
ど
ま
っ
た
。

為
心
町
通
り
、
仲
屋
町
通
り
、
池
田
町
通
り

な
ど
に
点
々
と
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
設
計
の
も
の
が
残
っ

て
い
る
。
多
く
が
市
民
の
手
で
修
復
さ
れ
、
維 近江八幡市「水郷風景計画」（概要版）より
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持
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
の
旧
八
幡
郵
便
局
だ

が
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

一
粒
の
会
」
が
平
成
十
二
年

（
二
〇
〇
〇
）
に
つ
く
ら
れ
、
解
体
寸
前
の
建
物
を

自
分
た
ち
の
手
で
再
生
さ
せ
た
。

「
大
き
く
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
活
動
し

て
い
ま
す
」

会
は
一
粒
で
も
、
活
動
の
タ
ネ
は
い
く
つ
も
用

意
し
て
あ
る
。
そ
れ
が
会
の
ひ
ろ
が
り
を
生
み
出

す
か
ら
だ
。「
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
」「
改

修
グ
ル
ー
プ
」「
イ
ベ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
」、
そ
れ
ぞ

れ
会
員
同
士
で
交
流
し
な
が
ら
地
域
の
人
と
い
っ

し
ょ
に
企
画
を
立
て
る
。
私
が
訪
れ
た
と
き
は

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
」
の
会
合
日
で
、
集
会

所
か
ら
に
ぎ
や
か
な
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。

子
供
の
声
が
ま
じ
っ
て
い
る
の
は
親
子
づ
れ
の
人
が

多
い
せ
い
だ
ろ
う
。
ご
く
ふ
つ
う
に
や
っ
て
い
れ
ば

次
代
へ
の
受
け
継
ぎ
の
下
準
備
に
も
な
る
わ
け
だ
。

八
幡
山
の
山
裾
に
旧
町
の
氏
神
さ
ま
に
あ
た
る

日ひ

む

れ
牟
禮
八
幡
宮
が
祠
ら
れ
て
い
る
。
豪

快
な
山
門
の
奥
に
典
雅
な
社
が
控
え
て

い
た
。
冬
の
冷
え
こ
み
の
厳
し
い
と
き

で
、
境
内
に
は
ひ
と
け
が
な
い
。
絵
馬

堂
に
春
の
左
義
長
祭
り
に
用
い
ら
れ
る

大
松
明
が
展
示
し
て
あ
っ
た
。
そ
の
大

き
さ
に
目
を
丸
く
し
て
か
ら
説
明
を
よ

く
読
む
と
「
こ
ど
も
用
」
と
あ
る
。
さ

ら
に
念
の
た
め
と
い
う
ふ
う
に
「
小
型
」

と
書
き
添
え
て
あ
る
。
近
江
の
豪
商
た

ち
の
町
で
あ
れ
ば
、
も
と
よ
り
大
人
版

は
と
び
き
り
豪
快
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

鳥
居
の
前
を
運
河
が
流
れ
て
い
る
。

川
霧
が
ゆ
っ
く
り
と
た
だ
よ
っ
て
、
石

垣
を
つ
つ
ん
で
い
た
。
橋
の
名
前
が
白

雲
橋
。
近
江
商
人
の
卵
は
天
秤
棒
一
つ

で
商
売
を
始
め
た
と
い
う
。
青
雲
の
志

を
胸
に
、
白
雲
橋
を
踏
ん
で
お
参
り
に

き
た
。
川
霧
を
見
や
り
な
が
ら
、
そ
ん

な
姿
を
想
像
し
た
。

（
い
け
う
ち　

お
さ
む
）

左義長祭りのときの「だし頭」
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イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
始
め
に
立
ち
会
う

旅
行
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト  　

沢
木　

泰
昭

連載Ⅱ
明治のジャパノロジスト
Ｆ．ブリンクリーの

「美しい国ニッポン」④

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
は
日
本
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
黎
明
を
支
え
た
外
国
人
で
し
た
。
そ
こ

に
至
る
ま
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
道
程
を
ま
ず
ト

レ
ー
ス
し
て
お
き
ま
す
。

黒
船
に
は
通
じ
な
か
っ
た
和
食
接
待

国
を
挙
げ
て
の
外
国
人
お
も
て
な
し―
。
近

世
・
日
本
で
は
、
黒
船
を
率
い
る
米
国
の
Ｍ
・
ペ

ル
リ
提
督
に
対
し
て
行
わ
れ
た
の
が
、
そ
の
第
一

号
と
い
っ
て
よ
さ
そ
う
で
す
。
一
八
五
四
年（
安
政

元
年
）三
月
、
日
米
和
親
条
約
の
締
結
後
、
幕
府

は
最
高
の
和
食
を
も
っ
て
一
行
を
饗
応
に
招
き
ま

し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
「
ザ
リ
ガ
ニ
を
入
れ
た
皿
、
魚
の

揚
げ
物
、
煮
た
小
海
老
二
三
、
白
い
ジ
ェ
リ
ー
ク

リ
ー
ム
の
よ
う
な
凝
固
物
の
つ
い
て
い
る
小
さ
い

四
角
な
プ
デ
ィ
ン
グ
」（
ペ
ル
リ
提
督
『
日
本
遠
征

記
』
＝
岩
波
文
庫
）
な
ど
な
ど
。

料
理
は
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
流
に
い
え
ば
三
ツ
星
の

料
亭
、
落
語
で
も
お
な
じ
み
の
日
本
橋
「
百
川
」

の
包
丁
に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
最
高
メ
ニ
ュ
ー
は
黒
船
軍
団
の

口
に
は
合
わ
な
か
っ
た
ら
し
く
、
以
後
、
日
本
の

外
国
人
お
も
て
な
し
の
流
儀
は
和
式
か
ら
洋
式
の

道
を
一
途
に
た
ど
り
ま
す
。

維
新
最
大
の
国
賓
は
米
・
グ
ラ
ン
ト
十
八
代
大

統
領
。
一
八
七
九
年
（
明
治
十
二
年
）
七
月
に
来

日
し
た
と
き
は
東
京
の
議
員
が
総
出
し
て
、
新
富

座
で
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
い
て
い
ま
す
。
レ
ッ

ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
敷
き
つ
め
た
洋
式
パ
ー
テ
ィ
ー

で
、
座
主
の
守
田
勘
弥
や
市
川
団
十
郎
は
羽
織
袴

を
慣
れ
な
い
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
に
着
替
え
て
出
迎

え
ま
し
た
。

後
に「
鹿
鳴
館
」を
設
立
す
る
契
機
に
も
な
っ
た
、

鳴
り
物
入
り
の
洋
式
パ
ー
テ
イ
ー
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

洋
式
。
い
わ
ば
、“
脱
亜
入
欧
型
”。
来
日
す
る

欧
米
人
に
合
わ
せ
た
接
遇
で
す
。

箱
モ
ノ
行
政
・
鹿
鳴
館
に
続
く
喜
賓
会

グ
ラ
ン
ト
大
統
領
に
続
き
、
維
新
政
府
は
続
々

と
Ｖ
Ｉ
Ｐ
を
迎
え
ま
す
。
イ
タ
リ
ア
皇
族
デ
ュ
ク
・

ド
・
ゼ
ン
（
明
治
十
三
年
）、
ハ
ワ
イ
・
カ
メ
ハ
メ

ハ
皇
帝
（
十
四
年
）、
ド
イ
ツ
連
邦
ヨ
ハ
ン
・
ア
ル

ベ
ル
ト
公
子
（
十
五
年
）
…
…
。
こ
う
し
た
外
国

要
人
の
接
遇
所
と
し
て
十
六
年
に
洋
式
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
ー
施
設
と
し
て
鹿
鳴
館
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

鹿
鳴
館
を
設
計
し
た
の
は
英
国
人
の
ジ
ョ
サ
イ

ア
・
コ
ン
ド
ル
（
一
八
五
二
～
一
九
二
〇
）。
工
部

大
学
校
の
教
官
と
し
て
招
か
れ
た
お
雇
い
外
国
人

で
、
ニ
コ
ラ
イ
堂
、
岩
崎
邸
、
三
井
ク
ラ
ブ
、
丸

の
内
・
三
菱
街
な
ど
設
計
し
た
建
物
は
七
十
以
上

に
も
上
っ
て
い
ま
す
。
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
と
は
お
雇

い
教
官
仲
間
。
こ
の
二
人
は
後
に
大
の
親
友
と
な
っ

て
日
本
美
術
を
海
外
に
紹
介
す
る
ジ
ャ
パ
ノ
ロ
ジ

ス
ト
に
な
り
ま
す
。

鹿
鳴
館
で
は
海
外
要
人
を
招
い
た
饗
宴
が
度
々



33 明治のジャパノロジスト　Ｆ．ブリンクリーの「美しい国ニッポン」④

開
か
れ
ま
し
た
が
、
受
け
入
れ
態
勢
は
見
よ
う
見

ま
ね
が
現
実
。
芸
者
に
イ
ブ
ニ
ン
グ
ド
レ
ス
を
着

せ
て
、
に
わ
か
仕
込
み
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
な

ど
失
笑
を
招
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
典
型
的
な

箱
モ
ノ
行
政
と
も
い
え
そ
う
で
す
。

こ
う
し
た
情
勢
下
、
東
京
商
法
会
議
所
（
東
京

商
工
会
議
所
の
前
身
）
会
長
の
渋
沢
栄
一
ら
に
よ
っ

て
外
国
人
旅
行
者
の
受
け
入
れ
機
関
で
あ
る
「
喜

賓
会
（T

he W
elcom

e Society of Japan

）」
が

一
八
九
三
年（
明
治
二
十
六
年
）に
設
立
さ
れ
ま
す
。

喜
賓
会
の
主
要
事
業
は
、
①
宿
泊
施
設
の
改
善

勧
告
、
②
善
良
な
案
内
業
者
の
育
成
、
③
名
所
、

庭
園
、
工
場
な
ど
で
の
観
覧
・
視
察
の
便
宜
向
上
、

④
来
遊
者
の
歓
待
と
友
好
推
進
、
⑤
案
内
書
、
地

図
な
ど
の
発
行
…
…
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
事
業

の
基
本
項
目
は
現
在
と
は
さ
し
て
変
わ
り
ま
せ
ん
。

会
長
は
蜂
須
賀
茂
韶
（
侯
爵
）、
幹
事
長
・
渋
沢

栄
一
、幹
事
・横
山
孫
一
郎
、益
田
孝
、鍋
島
桂
次
郎
、

木
戸
孝
正
ら
、
設
立
者
に
は
政
・
財
界
重
鎮
の
名

前
が
並
ん
で
い
ま
す
。

ブ
リ
ン
ク
リ
ー
に
白
羽
の
矢

さ
て
、
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
で
す
。
ブ
リ
ン
ク
リ
ー

は
、
鹿
鳴
館
設
計
の
コ
ン
ド
ル
と
と
も
に
喜
賓
会

発
足
メ
ン
バ
ー
に
評
議
員
と
し
て
名
前
を
連
ね
ま

す
。
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
親
日
家
と
し
て
駆

り
出
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

二
人
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
は
、
単
に
親
日

家
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
共
に
条

約
改
定
に
向
け
て
陰
の
力
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
共

通
項
が
あ
り
ま
し
た
。

当
時
、『
ジ
ャ
パ
ン
・
メ
イ
ル
』
の
主
筆
・
発
行

人
だ
っ
た
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
は
対
欧
米
諸
国
と
の
条

約
改
定
で
は
大
所
高
所
か
ら
不
平
等
の
論
陣
を
張

り
、
母
国
・
英
国
か
ら
反
逆
者
扱
い
さ
れ
た
ほ
ど

で
す
。
英
国
人
に
限
ら
ず
、
在
日
の
欧
米
外
交
官

や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
か
ら
批
判

の
的
に
な
り
な
が
ら
も
孤
高
の
論
調
を
進
め
て
い

ま
し
た
。
こ
う
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
一

貫
し
た
姿
勢
が
政
治
家
・
実
業
家
に
信
頼
さ
れ
て
、

喜
賓
会
設
立
で
は
実
質
的
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
参
画
し
て
い
ま
す
。

欧
化
の
な
か
の
和
魂
洋
才

友
人
の
コ
ン
ド
ル
と
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
日
本
画
家
・
河
鍋
暁
斎
（
一
八
三
一
～
八
九
）

の
兄
弟
弟
子
と
い
う
関
係
に
も
あ
り
ま
し
た
。
ブ

リ
ン
ク
リ
ー
、
コ
ン
ド
ル
、
暁
斎
は
一
緒
に
旅
を
し

て
日
本
の
花
鳥
風
月
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
国
際

社
会
で
の
政
治
的
理
解
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
日

本
の
芸
術
、
社
会
、
自
然
な
ど
文
化
的
な
側
面
と

日
本
人
そ
の
も
の
の
理
解
者
と
し
て
喜
賓
会
設
立

で
意
見
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

喜
賓
会
は
日
本
案
内
書
、
地
図
、
旅
行
指
南
書

な
ど
の
英
文
ガ
イ
ド
を
毎
年
数
万
部
発
行
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
ガ
イ
ド
作
成
に
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
や

コ
ン
ド
ル
が
筆
を
執
っ
た
の
は
想
像
に
難
く
あ
り

ま
せ
ん
。
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
黎
明
を
支
え
た
人

物
で
し
た
。

そ
れ
は
ま
た
、
欧
化
を
も
っ
て
よ
し
と
す
る
日

本
外
交
儀
礼
の
な
か
で
和
魂
洋
才
を
備
え
た
ジ
ャ

パ
ノ
ロ
ジ
ス
ト
、
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
の
必
然
と
も
い
え

る
出
番
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

喜
賓
会
事
業
は
財
源
難
な
ど
の
理
由
か
ら
発
展

的
に
解
消
さ
れ
、
一
九
一
二
年
（
明
治
四
十
五
年
）

に
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
日
本

交
通
公
社
の
前
身
）
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

（
さ
わ
き　

や
す
あ
き
）

喜賓会設立メンバーとして白羽の矢が立ったブリンクリー（右上）と 
コンドル（右下）＝『河鍋暁斎画集③』（六耀社刊）



34

「
食
」
で
観
光
立
国
を
目
指
せ

旅
行
作
家  　

山
口　

由
美

連載Ⅲ
ホスピタリティの

手触り46
美
食
都
市

　

東
京
を
Ｐ
Ｒ

　

昨
秋
、『
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
東
京
』
の
刊
行

が
大
い
に
話
題
を
集
め
た
。
そ
も
そ
も
本
に
掲
載

さ
れ
た
百
五
十
店
す
べ
て
が
星
付
き
と
い
う
の

は
、
こ
れ
ま
で
の
シ
リ
ー
ズ
に
は
例
の
な
い
こ
と

で
あ
り
、
最
高
位
の
三
ツ
星
が
八
店
と
い
う
の
も

予
想
を
覆
す
数
だ
っ
た
。
な
に
し
ろ
三
ツ
星
と
い

う
の
は
、
星
の
中
で
も
別
格
の
存
在
で
、
お
膝
元

と
も
言
う
べ
き
パ
リ
で
も
十
店
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
さ
え
三
店
し
か
選
ば
れ
て
い
な
い
の
だ
。

　

そ
の
上
、
八
店
の
う
ち
二
店
が
す
し
屋
で
あ
っ

た
こ
と
に
、
さ
ら
に
話
題
は
集
中
し
た
。
以
前
に

も
、
世
界
を
席
巻
す
る
「
ス
シ
」
旋
風
の
こ
と
を

書
い
た
が
、「
三
ツ
星
ス
シ
」
の
誕
生
は
、「
ス
シ
」

が
、
日
本
で
考
え
ら
れ
て
い
る
以
上
の
存
在
と
し

て
、
す
な
わ
ち
世
界
的
な
料
理
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し

て
、
認
識
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
そ

れ
も
、
あ
る
種
の
リ
ス
ペ
ク
ト
と
と
も
に
。
例
え

ば
、
世
界
的
に
広
ま
っ
て
い
る
ス
ナ
ッ
ク
の
一
例

と
し
て
ピ
ッ
ツ
ア
が
あ
る
が
、
イ
タ
リ
ア
の
ピ
ッ

ツ
ェ
リ
ア
が
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
三
ツ
星
を
取
る
な
ん

て
、
あ
り
え
な
い
こ
と
だ
。
ほ
ん
の
数
十
年
前
ま

で
、
生
の
魚
を
食
べ
る
な
ん
て
、
気
色
悪
い
民
族

だ
と
思
わ
れ
て
い
た
の
に
、
全
く
驚
き
の
扱
い
で

あ
る
。

　

選
ば
れ
た
店
が
、
三
ツ
星
に
ふ
さ
わ
し
い
、
本

当
に
お
い
し
い
店
な
の
か
、
あ
る
い
は
日
本
料
理

を
フ
ラ
ン
ス
人
が
評
価
す
る
こ
と
の
是
非
な
ど

は
、
専
門
家
の
判
断
に
任
せ
る
と
し
て
、
一
つ
だ

け
確
か
な
の
は
、『
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
東
京
』

に
よ
っ
て
、「
美
食
都
市
ト
ウ
キ
ョ
ウ
」の
実
力
が
、

改
め
て
認
知
さ
れ
た
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

日
頃
、
世
界
を
旅
し
て
い
て
思
う
の
だ
が
、
東

京
の
外
食
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
は
、
確
か
に
特
筆
す

べ
き
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
よ

う
な
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
け
で
は
な

い
。
何
を
食
べ
て
も
「
恐
ろ
し
い
ほ
ど
ま
ず
い
」

も
の
が
な
い
。
す
な
わ
ち
全
体
の
質
が
高
く
、
さ

ら
に
昨
今
は
、
円
が
弱
く
な
っ
た
せ
い
か
、
コ
ス

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
高
い
の
で
あ
る
。

　

以
前
、
あ
る
外
国
エ
ア
ラ
イ
ン
の
東
京
支
店
長

が
言
っ
て
い
た
の
だ
が
、
彼
の
事
務
所
の
あ
っ
た

銀
座
近
辺
の
、
千
～
千
五
百
円
の
ラ
ン
チ
の
充
実

ぶ
り
は
、
世
界
屈
指
だ
そ
う
だ
。
そ
の
値
段
で
、

き
ち
ん
と
し
た
フ
レ
ン
チ
や
イ
タ
リ
ア
ン
が
食
べ

ら
れ
る
都
市
な
ん
て
、
世
界
で
東
京
し
か
な
い
と

感
心
し
て
い
た
。

　

ミ
シ
ュ
ラ
ン
で
は
概
し
て
評
価
が
低
い
と
さ
れ

る
イ
タ
リ
ア
ン
だ
が
（
そ
れ
ゆ
え
に
あ
ま
り
登
場

し
て
い
な
い
）、
東
京
の
イ
タ
リ
ア
ン
の
レ
ベ
ル

の
高
さ
は
、
す
で
に
多
く
の
雑
誌
や
評
論
家
の
認

め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
し
、
中
国
料
理
に
し
て
も
、
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本
場
に
行
っ
て
も
あ
ま
り
驚
か
な
い
の
は
、
そ
れ

だ
け
東
京
の
レ
ベ
ル
が
高
い
か
ら
だ
ろ
う
（
中
国

料
理
に
も
ミ
シ
ュ
ラ
ン
は
概
し
て
低
い
評
価
だ
っ

た
が
）。

　
「
結
局
、
何
を
食
べ
て
も
、
東
京
が
一
番
お
い

し
い
」
と
い
う
せ
り
ふ
を
、
私
は
、
ど
れ
ほ
ど
多

く
の
人
の
本
音
の
つ
ぶ
や
き
と
し
て
聞
い
た
こ

と
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
が
、
最
近
、
海
外
旅
行

が
不
振
の
理
由
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
か
と
思
う

ほ
ど
だ
。

　

な
ら
ば
、
で
あ
る
。

　

こ
の
た
ぐ
い
ま
れ
な
る
美
食
の
都
を
、
日
本
の

観
光
の
要
と
し
て
、
も
っ
と
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
た

ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
も
う
す
で
に
そ
う
し

た
動
き
が
あ
る
か
ら
こ
そ
の
『
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ

ド
東
京
』
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、「
食
」
を
牽

引
役
に
し
て
、
東
京
を
、
例
え
ば
パ
リ
に
匹
敵
す

る
よ
う
な
世
界
の
観
光
都
市
に
す
る
の
で
あ
る
。

　

漫
画
や
ア
ニ
メ
と
並
ん
で
、「
食
」
が
ク
ー
ル

な
日
本
文
化
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
は
、
日
本
人
の

予
想
を
超
え
て
、
世
界
で
認
知
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
う
。
つ
い
先
日
、
滞
在
し
て
い
た
フ
ィ
ジ
ー

の
リ
ゾ
ー
ト
で
も
、
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

日
本
の
地
を
踏
ん
だ
こ
と
も
な
い
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
人
シ
ェ
フ
が
見
よ
う
見
ま
ね
で
作
っ
て

く
れ
た
の
は
、
彼
流
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
ス
シ

と
天
ぷ
ら
。
そ
れ
を
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
、
や
は
り
日
本
の
地
を
踏
ん
だ
こ
と
も
な
い
ゲ

ス
ト
が
、
慣
れ

な
い
は
し
を
使

い
な
が
ら
、
そ

れ
が
「
と
び
き

り
ク
ー
ル
」
で

「
特
別
な
ご
馳

走
」
で
あ
る
こ

と
を
、
誰
も
が

疑
い
な
く
、
感

動
し
な
が
ら
食

べ
て
い
た
。
そ

し
て
、
そ
の
様

子
を
満
足
げ
に

見
て
い
た
シ
ェ
フ
が
、
遠
く
を
見
る
よ
う
な
目
つ

き
で
言
っ
た
の
だ
。「
僕
に
は
、
い
つ
か
行
っ
て

み
た
い
憧
れ
の
場
所
が
あ
る
ん
だ
」
と
。
築
地
市

場
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

好
景
気
に
沸
く
ロ
シ
ア
か
ら
来
日
す
る
ロ
シ
ア

人
富
裕
層
が
、
贅
沢
の
証
し
と
し
て
、
す
し
屋
を

貸
切
に
し
た
り
、
す
し
職
人
を
自
国
に
連
れ
帰
っ

た
り
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
と
聞
く
。
テ
レ
ビ

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
見
て
い
て
、
中
国
の

あ
る
企
業
の
派
手
な
パ
ー
テ
ィ
ー
の
シ
ー
ン
で
、

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
あ
っ
た
ご
馳
走
が
、
刺
し
身

の
盛
り
合
わ
せ
だ
っ
た
こ
と
に
驚
い
た
こ
と
も

あ
る
。

　

今
や
、日
本
の「
食
」は
、か
つ
て
言
わ
れ
た「
ヘ

ル
シ
ー
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
続
い
て
、「
富
」

や
「
贅
沢
」
の
象
徴
に
な
っ
て
い
る
。『
ミ
シ
ュ

ラ
ン
ガ
イ
ド
東
京
』
で
三
ツ
星
に
輝
い
た
八
店
の

レ
ス
ト
ラ
ン
の
う
ち
、
三
店
の
フ
レ
ン
チ
を
除
く

と
、
残
り
五
店
が
、
二
店
の
す
し
屋
を
含
む
日
本

料
理
だ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、そ
う
し
た
傾
向
に
、

さ
ら
な
る
お
墨
付
き
を
与
え
る
も
の
だ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
東
京
だ
け
に
と
ど
ま
ら

な
い
。
東
京
が
八
店
な
ら
ば
何
店
に
星
が
付
く

の
か
、
と
噂
さ
れ
た
京
都
ほ
か
、
日
本
に
は
、

ま
だ
ま
だ
魅
惑
的
な
美
食
の
都
が
控
え
て
い
る

の
だ
か
ら
。　
　
　
　
　
　

 

（
や
ま
ぐ
ち　

ゆ
み
）

ホスピタリティの手触り 46

ミシュランガイド東京 2008
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戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、古
代
か
ら
中
世
に
か

け
て
全
国
の
至
る
と
こ
ろ
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
…
（
赤

の
色
を
歩
く
の
章
）」と
記
述
が
あ
る
。

紅
花
の
起
源
か
ら
始
ま
り
、茜
染
め
、虫
か
ら
色
を
取

る
ケ
ル
メ
ス
、コ
チ
ニ
ー
ル
な
ど
、赤
の
染
色
技
術
が
国

内
外
の
歴
史
、環
境
、産
地
、産
業
、文
化
な
ど
に
よ
っ
て

育
ま
れ
て
き
た
と
い
う
幅
広
い
視
点
か
ら
捉
え
て
い
る

点
は
非
常
に
興
味
深
く
、著
者
の
色
に
対
す
る
熱
い
思
い

入
れ
と
伝
統
技
術
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
銘
さ
せ
ら
れ
る
。

「
私
の
仕
事
は
、産
業
革
命
以
前
に
、美
麗
な
色
を
表

す
た
め
に
、世
界
の
ど
こ
の
国
の
人
び
と
も
お
こ
な
っ

て
き
た
植
物
染
め
で
あ
る
。
し
か
し
、そ
れ
を
日
本
は

も
と
よ
り
世
界
に
お
い
て
継
承
、実
行
し
て
い
る
職
人

は
い
ま
、数
％
に
も
満
た
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

よ
う
や
く
こ
の
ご
ろ
に
な
っ
て
、植
物
染
め
の
よ
さ
を

認
識
し
て
、復
活
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
が
出
て
き
た

の
で
あ
る
」。
植
物
染
め
と
い
う
伝
統
的
な
染
色
技
術

が
科
学
技
術
の
進
歩
で
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
へ

の
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
見
て
い
る
わ
け
だ
。

「
人
間
の
生
活
の
基
本
で
あ
る『
衣
・
食
・
住
』の
衣
の

世
界
だ
け
に
限
っ
て
み
て
も
、た
か
が
一
介
の
植
物
染

屋
の
主
が
呼
び
か
け
て
も
、化
学
的
な
合
成
染
料
か
ら

大
量
に
染
め
ら
れ
る
化
学
繊
維
の
増
産
と
普
及
の
世
界

的
な
趨
勢
を
と
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
だ

が
、江
戸
時
代
以
前
の
日
本
人
は
、自
然
の
恵
み
を
大
切

に
し
、神
仏
に
捧
げ
る
よ
う
な
敬
虔
な
気
持
ち
を
も
っ

て
物
を
造
り
だ
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
流
れ
は
、確
か

に
細
く
な
っ
た
け
れ
ど
も
、ま
だ
と
ぎ
れ
て
は
い
な

い
…
」。

さ
ら
に
著
者
は
、「
二
十
世
紀
の
終
わ
り
か
ら
今
世
紀

に
か
け
て
、人
び
と
は
科
学
技
術
の
過
剰
な
ま
で
の
進

歩
が
地
球
に
茂
る
植
物
に
、そ
こ
に
生
き
る
動
物
に
大

き
な
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、環
境

問
題
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」と
指
摘
す
る
。

世
界
中
で
環
境
問
題
が
深
刻
に
な
る
現
代
社
会
の
な

か
で
、自
ら
の
足
で
歩
い
て
、も
う
一
度
人
間
の
物
づ
く

り
の
原
点
を
見
直
し
、伝
統
的
な
技
術
を
継
承
し
、新
た

な
物
づ
く
り
を
創
造
し
て
い
こ
う
と
す
る
著
者
の
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
文
中
か
ら
読
み
取
っ
て
ほ
し
い
。
近
い

将
来
、豊
か
な
気
持
ち
で
伝
統
文
化
を
見
直
せ
る
時
代

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
江
口
哲
夫
）

新書判　230ページ
定価　840円（税別）
平凡社

最
近
、流
通
業
界
で
は
、「
本
物
志
向
」と
い
う
言
葉
が

よ
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
本
質
を
追
求
し

た
、伝
統
的
な
商
品
に
対
す
る
価
値
が
見
直
さ
れ
て
き

て
い
る
の
で
あ
る
。

「
古
の
人
々
の
知
恵
と
努
力
に
も
う
一
度
目
を
凝
ら

し
、耳
を
傾
け
る
と
き
が
、い
ま
、来
て
い
る
の
で
あ

る
」。
伝
統
を
見
直
す
こ
と
で
、新
た
な
物
づ
く
り
を
創

造
す
る
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
お

り
、物
づ
く
り
に
か
か
わ
っ
て
い
る
人
（
職
人
）
で
あ
れ

ば
、共
感
で
き
る
言
葉
で
あ
る
と
思
う
。

日
本
の
伝
統
を
も
う
一
度
見
直
し
て
物
づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
し
た
京
都
の
植
物
染
屋
の
当
主

が
、日
本
の
伝
統
的
な
色
を
求
め
て
全
国
を
旅
し
て
ま

と
め
た
自
然
派
エ
ッ
セ
イ
が
『
日
本
の
色
を
歩
く
』（
吉

岡
幸
雄
著
、平
凡
社
新
書
）。
本
書
は
、朱
、赤
、藍
、黄
、

黒
、白
、紫
の
色
を
求
め
て
著
者
が
旅
す
る
な
か
で
、日

本
の
古
典
文
書
、文
献
、歴
史
的
資
料
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
伝
統
的
な
色
づ
く
り
を
紹
介
し
て
い
る
。
各
所
で
染

色
技
術
の
奥
深
さ
を
感
じ
取
れ
る
、貴
重
な
一
冊
。

「
紅
花
と
い
う
菊
科
の
植
物
、エ
チ
オ
ピ
ア
か
ら
エ
ジ

プ
ト
あ
た
り
が
原
産
地
で
、シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
っ
て

東
へ
運
ば
れ
、中
国
を
経
て
日
本
へ
は
五
世
紀
ご
ろ
渡

来
し
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る
。
現
代
の
日
本
で
は
、紅

花
は
山
形
産
と
い
う
印
象
が
強
く
あ
る
が
、東
北
地
方

の
仙
台
、最
上
川
あ
た
り
で
さ
か
ん
に
な
っ
た
の
が
江

NEW　BOOKS

新着図書紹介



次

号

予

告

調

査

研

究

だ

よ

り

編

集

後

記

■
定
期
刊
行
物

●

旅
行
年
報
（
年
更
新
、
毎
年
九
月
発
行
）

過
去
一
年
間
の
旅
行
に
関
す
る
動
向
と
展
望
を
デ
ー
タ
中
心
に
解
説
。

●

旅
行
の
見
通
し
（
年
更
新
、
毎
年
一
月
発
行
）

今
年
一年
間
の
国
内
旅
行
・
海
外
旅
行
な
ど
の
量
的
見
通
し
と
質
的
変
化
。

●

旅
行
者
動
向
（
年
更
新
、
毎
年
七
月
発
行
）

国
内・海
外
旅
行
者
の
意
識
と
行
動
に
つ
い
て
実
施
す
る
当
財
団
「
旅

行
者
動
向
調
査
」の
分
析
結
果
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
解
説
。「
二
〇
〇
七
」

で
は
、「
い
ま
ど
き
若
者
の
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
」「『
旅
行
大
好
き
』を
探

る
」を
特
集
。

●

観
光
文
化
（
年
六
回
、
奇
数
月
二
十
日
発
行
）

旅
や
観
光
の
文
化
に
関
す
る
当
財
団
の
機
関
紙
。

●M
arket Insight

（
日
本
人
海
外
旅
行
市
場
の
動
向
）

（
年
更
新
、
毎
年
七
月
発
行
）

日
本
人
海
外
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
構
造
的
な
変
化
と
そ
の
要
因
を
詳

細
に
解
説
し
た
レ
ポ
ー
ト
。
当
財
団
独
自
調
査
。
〇
六
年
よ
り
発
行
。

財
団
法
人　

日
本
交
通
公
社　

出
版
物
の
ご
案
内

■
観
光
読
本
（
二
〇
〇
四
年
六
月
発
行
）

東
洋
経
済
新
報
社
の
読
本
シ
リ
ー
ズ
。
一
九
九
四
年
の
初
版
刊
行
か

ら
十
年
を
経
て
、
内
容
を
大
き
く
見
直
し
た
改
訂
版
。
観
光
全
般
に

関
す
る
客
観
デ
ー
タ
や
現
象
を
解
説
。
ま
た
そ
れ
ら
に
基
づ
く
分
析・

提
言
な
ど
。

■
そ
の
他
刊
行
物

●

美
し
き
日
本

日
本
の
美
し
い
観
光
資
源
を
紹
介
す
る
写
真
集
。わ
が
国
を
代
表

し
て
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
、わ
が
国
の
基
調
と
な
る
観
光
資
源

三
百
九
十
一
件
を
選
定
し
、写
真
と
解
説
文
で
紹
介
。外
国
語
版（
英

語
・
中
国
語
・
韓
国
語
）"Beautiful Japan"

も
発
行
。

●

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム　

さ
あ　

は
じ
め
よ
う
！

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
指
す
す
べ
て
の
人
に
向
け
て
環
境
省
が
編
集

し
、
当
財
団
が
発
行
し
た
手
引
書
。

※
刊
行
物
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
、
冊
子
を
お
求
め
に
な
り
た
い
方
は

財
団
法
人
日
本
交
通
公
社　

観
光
文
化
事
業
部
ま
で
。

電
話
：
０
３
・
５
２
０
８
・
４
７
０
４　

http://w
w

w
.jtb.or.jp

●

江
戸
幕
府
直
営
の
鉱
山
と
し
て
栄
え
た
足
尾
銅
山
。
次
号
の
特
集
は
、

日
本
近
代
化
の
礎
を
築
い
た
足
尾
銅
山
の
歴
史
、
環
境
、
産
業
遺
産

の
保
全
や
継
承
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

●

約
一
千
万
人
と
も
い
わ
れ
る
団
塊
世
代
が
大
量
退
職
す
る
時

代
を
迎
え
、都
会
に
居
住
す
る
人
た
ち
が
都
市
と
田
舎
の
両

方
に
滞
在
・
居
住
す
る
場
所
を
持
ち
、仕
事
や
余
暇
、趣
味
、学

習
な
ど
多
様
な
目
的
で
使
い
分
け
る「
交
流
居
住
」と
い
う
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

●「
観
光
」と「
定
住
」の
中
間
に
位
置
す
る「
交
流
居
住
」に
は
、

「
田
舎
の
暮
ら
し
文
化
」に
関
心
の
高
い
中
高
年
層
な
ど
を
対

象
と
し
た
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
の
捉
え
方
と
、田
舎
探
し

や
田
舎
暮
ら
し
を
試
し
移
住
・
定
住
へ
と
移
行
す
る
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
交
流
居
住
を
捉
え
る
二
つ
の
側
面
が
あ
り
ま
す
。

●

ま
た
、田
舎
の
人
と
対
等
な
立
場
で
の
交
流
や
ふ
れ
あ
い
を

求
め
、地
域
の
フ
ァ
ン
と
も
な
っ
て
く
れ
る
交
流
居
住
者
は
、

将
来
的
に
田
舎
を
支
え
る
担
い
手
、サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
も

期
待
さ
れ
、過
疎
地
域
に
と
っ
て
は
振
興
面
か
ら
か
け
る
期

待
も
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

●

当
財
団
が
総
務
省
の
交
流
居
住
施
策
に
協
力
し
て
き
た
な
か

で
立
ち
上
げ
た
交
流
居
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
交
流
居
住
の

ス
ス
メ
」に
は
、現
在
全
国
の
五
百
二
十
二
も
の
市
町
村
・
団

体
が
参
加
し
て
お
り
、地
域
の
こ
の
施
策
へ
の
期
待
の
高
さ

が
う
か
が
え
ま
す
。
各
自
治
体
で
も
施
策
へ
の
本
格
的
な
取

り
組
み
が
見
ら
れ
始
め
、い
よ
い
よ
実
践
段
階
に
入
っ
て
き

ま
し
た
。
当
財
団
で
は
、今
後
と
も
、交
流
居
住
施
策
に
取
り

組
む
国
、自
治
体
等
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。 　
　

 

（
大
隅
）

◆
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
は
子
年
、
十
二
支
の
第
一
番
目
が
巡
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
初
心
に
立
ち
返
っ
て
本
誌
編

集
に
努
め
ま
す
。
引
き
続
き
の
ご
愛
読
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
右
往
左
往
し
て
い
る
世
の
中
で
す
が
、
観
光
立

国
の
足
取
り
は
確
か
な
も
の
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
本
年
に
は
い
よ
い
よ
観
光
庁
が
発
足

し
ま
す
。
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
効
果
も
あ
り
訪
日
外
国
人
旅
行
者

数
は
順
調
に
拡
大
し
て
い
ま
す
が
、
観
光
の
質

も
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
新
年

を
期
し
て
本
号
で
は
“
上
質
”
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
い
か
に
観
光
の
魅
力
を
高
め
る
か
を
考
え

て
み
ま
し
た
。『
温
故
創
新
』、
上
質
を
支
え
る

創
造
性
（
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
）
は
日
本
の
伝

統
の
原
点
（
オ
リ
ジ
ン
）
を
ま
ず
は
見
据
え
る

こ
と
か
ら
発
揮
さ
れ
る
と
思
い
至
り
ま
し
た
。

本
物
志
向
の
新
し
い
観
光
の
命
が
子
年
の
た

と
え
の
ご
と
く
き
ざ
し
始
め
て
い
ま
す
。

◆
本
年
の
表
紙
は
趣
を
変
え
て
樋
口
氏
撮
影
の
信

州
・
青
鬼
（
あ
お
に
）
集
落
で
す
。
白
馬
村
に

位
置
し
昔
な
が
ら
の
山
村
風
景
を
残
す
青
鬼

は
、
二
〇
〇
〇
年
に
文
化
庁
か
ら
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
、
農
林
水
産

省
が
認
定
す
る
日
本
の
棚
田
百
選
の
一
つ
と

し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　

 

（
宇
八
）




